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荘
園
制
的
文
書
体
系
の
成
立
ま
で
ー

ノ

山
而

ム
ゾ
1

新

【
要
約
】
　
公
式
令
に
は
符
・
解
・
移
の
三
種
の
宮
司
間
文
書
の
規
定
が
あ
る
が
、
牒
と
い
う
文
書
は
多
様
な
機
能
を
も
ち
、
そ
れ
を
柔
軟
に
補
足
す
る
役

割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
の
ち
牒
も
官
司
間
文
書
と
い
う
側
面
を
強
め
、
九
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
に
か
け
て
宛
先
に
「
衙
」
と
い
う
字
が
付
く
新
様
式

の
互
通
牒
が
成
立
す
る
。
こ
の
牒
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
自
立
的
な
官
司
・
組
織
聞
で
多
層
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
そ
う
し
た
宮
司
間
文

書
体
系
の
裏
側
に
は
、
帖
・
告
書
と
い
っ
た
非
所
管
在
地
司
へ
の
命
令
文
書
が
潜
在
し
て
い
た
。
貴
族
や
寺
院
の
家
政
機
関
は
そ
う
し
た
命
令
文
書
を
発

給
し
て
在
地
へ
の
恣
意
の
実
現
を
は
か
っ
て
い
た
。
「
権
門
」
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
こ
う
し
た
文
書
の
機
能
が
前
面
に
出
、
一
～
世
紀
に
は
在
地
へ
の

命
令
機
能
は
政
所
下
文
に
継
承
さ
れ
て
、
社
会
的
な
承
認
を
得
る
存
在
に
な
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
～
二
世
紀
に
確
立
す
る
荘
園
制
の
枠
組
に
規
制
さ
れ
、

郡
司
・
在
庁
官
入
へ
の
文
書
発
給
権
は
院
・
女
院
・
摂
関
に
収
率
さ
れ
る
。
荘
園
の
本
家
た
る
院
・
女
院
・
摂
関
を
頂
点
と
し
た
、
こ
れ
こ
そ
が
荘
園
制

的
な
文
書
体
系
の
成
立
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
㎜
五
三
号
　
　
九
九
八
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

牒’告書・下文（川端）

　
古
文
書
の
様
式
が
そ
の
機
能
と
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
規
定
す
る
政
治
や
社
会
の
あ
り
方
と
深
い
関
連
を
も
つ
こ
と
は
、
今
さ
ら
と
り
た
て
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
う
ま
で
も
な
い
。
か
つ
て
林
屋
辰
三
郎
氏
は
御
教
書
の
発
生
を
政
治
形
態
や
社
会
構
造
と
の
関
連
か
ら
読
み
解
く
こ
と
を
試
み
た
。
以
来
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

古
文
書
の
様
式
や
機
能
と
国
家
・
社
会
の
あ
り
方
の
関
連
を
問
う
視
点
は
、
「
古
文
書
学
と
歴
史
学
の
あ
い
だ
」
に
位
置
す
る
重
要
か
つ
有
効

な
手
法
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
成
果
を
生
み
出
し
て
き
て
い
る
。
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な
か
で
も
近
年
の
古
代
古
文
書
に
関
す
る
研
究
の
進
展
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
古
文
書
学
の
概
説
書
の
古
代
の
文
書
に
関
す
る
部

分
は
大
幅
な
増
補
・
修
正
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
早
川
庄
八
氏
は
、
公
式
令
の
規
定
を
所
与
の
前
提
に
し
て
、
そ
こ
か
ら
中
世
の
文
書
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

式
の
発
生
を
説
い
て
い
た
従
来
の
古
文
書
学
に
対
し
て
、
古
代
古
文
書
学
樹
立
の
必
要
性
を
唱
え
て
い
る
。
そ
こ
で
は
古
文
書
学
を
中
世
史
家

に
任
せ
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
、
古
代
史
の
立
場
か
ら
の
反
省
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
古
代
文
書
の
多
様
な
実
態
に
無
関
心
で
あ
っ
た
中
世

史
概
究
者
の
側
に
も
、
公
式
様
…
公
家
様
と
い
う
図
式
に
と
ら
わ
れ
ず
に
古
代
か
ら
中
世
へ
の
文
書
体
系
の
変
化
を
見
通
す
新
た
な
研
究
が
要

請
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
か
か
る
視
点
を
も
っ
て
、
私
は
ま
ず
古
代
以
来
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
牒
と
い
う
文
書
の
検
討
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
牒
は
、
そ
の
性

質
上
社
会
に
も
っ
と
も
弾
力
的
に
浸
透
し
た
文
書
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ま
ず
そ
う
し
た
牒
の
機
能
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
か
ら
始
め
、
も
ち

ろ
ん
限
ぢ
れ
た
側
面
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
文
書
体
系
の
変
質
の
一
端
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
は
、

＝
一
世
紀
に
確
立
す
る
荘
園
制
の
も
と
で
の
文
書
体
系
の
成
立
を
見
通
す
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
中
世
荘
園
制
社
会
成
立
史
を
再
検

討
す
る
作
業
の
一
環
を
な
す
も
の
で
も
あ
る
。

　
①
林
屋
辰
三
郎
「
御
教
書
の
発
生
」
（
『
古
代
国
家
の
解
体
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
　
　
論
・
史
料
論
・
都
市
論
1
』
、
校
倉
書
房
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
一
九
七
三
年
）
。

　
　
一
九
五
五
年
、
初
出
は
～
九
五
〇
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
早
川
庄
八
『
宣
旨
試
論
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
。

　
②
石
井
進
「
古
文
書
学
と
歴
史
学
の
あ
い
だ
」
（
『
中
世
史
を
考
え
る
i
社
会
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第
一
章
公
式
令
と
牒

　
律
令
宮
司
制
に
お
け
る
官
司
問
文
書
と
し
て
、
養
老
公
式
令
に
は
次
の
三
つ
の
文
書
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
所
管
－
被
轄
窟
欄
間
の
下
達
文

書
で
あ
る
符
、
上
申
文
書
で
あ
る
解
、
そ
し
て
統
属
関
係
に
な
い
官
司
問
で
行
わ
れ
る
移
で
あ
る
。
唐
制
と
比
較
し
て
単
純
簡
素
な
構
造
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

つ
日
本
の
官
司
問
階
統
棚
は
、
基
本
的
に
こ
の
三
種
の
文
書
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。



牒・告書・下文（川端）

　
と
こ
ろ
で
符
・
解
・
移
以
外
に
、
牒
と
い
う
文
書
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
本
章
で
は
次
章
以
下
の
前
提
と

し
て
、
牒
の
基
本
的
な
性
格
を
確
認
し
て
お
く
。

　
養
老
公
式
令
に
は
牒
式
条
の
定
め
る
個
人
の
上
申
文
書
と
し
て
の
牒
の
ほ
か
に
、
移
式
条
に
諸
官
司
と
僧
綱
及
び
三
綱
の
問
で
授
受
さ
れ
る

牒
、
い
わ
ゆ
る
移
式
准
用
牒
の
規
定
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
令
外
富
を
中
心
に
官
司
問
で
牒
の
授
受
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
も
常
識
に
属
す
る
。
古
文
書
学
の
概
説
書
で
は
、
こ
の
種
の
牒
は
、
移
式
唐
織
規
定
が
拡
大
解
釈
さ
れ
て
令
外
官
を
中
心
に
使
用
が
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

般
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
つ
い
に
は
移
の
領
域
を
も
侵
犯
し
て
広
範
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
、
な
ど
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
理
解

に
は
問
題
が
多
い
。
牒
の
多
用
は
早
い
段
階
か
ら
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
送
礼
准
用
規
定
の
拡
大
と
い
う
説
明
を
許
さ
な
い
し
、

の
ち
に
移
の
領
域
を
侵
犯
し
た
と
い
う
理
解
も
成
り
立
た
な
い
こ
と
は
後
述
す
る
通
り
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
官
司
問
文
書
と
し
て
使
用
さ
れ
る
牒
の
起
源
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
早
川
庄
八
氏
は
か
つ
て
、
ω
移
官
爵
用
規
定
の
拡

大
解
釈
、
と
い
う
説
明
に
加
え
て
、
捌
大
宝
令
の
牒
式
が
唐
の
牒
制
に
近
い
規
定
で
あ
り
、
養
老
令
施
行
後
も
そ
れ
が
否
定
さ
れ
ず
に
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
、
面
罵
の
規
定
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
唐
の
牒
制
が
准
用
さ
れ
た
、
と
い
う
三
つ
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
文
書
木
簡
や
正
倉

院
文
書
に
あ
る
牒
は
、
官
司
の
牒
・
個
人
の
牒
と
も
に
上
申
か
ら
下
達
ま
で
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
改
め
て
唐
の
牒
制
と

　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
関
係
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
日
唐
の
牒
の
比
較
に
紙
数
を
割
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
牒
は
公
式
令
の
規
定
と
は
無
関
係
に
広
い
用
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
前
提
に
唐
の
多
様
な
牒
の
用
法
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

　
牒
の
性
格
を
考
え
る
た
め
に
は
、
従
来
の
古
文
書
学
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
、
次
の
よ
う
な
牒
の
存
在
に
も
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
　
国
司
上
下
相
牒
式

　
　
　
　
　
某
事
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牒
云
云
。

今
以
状
牒
。
牒
至
准
状
。
故
牒
。

　
年
月
日
　
主
典
位
姓
名
牒

守
姓
名

　
　
右
、
守
在
治
郡
、
牒
入
部
内
介
以
下
式
。
若
鷺
入
部
内
、
常
在
治
郡
介
以
下
云
、
検
調
物
所
牒
国
衙
頭
。
介
以
下
報
云
、

　
　
典
等
。
若
長
官
不
在
者
、
以
介
准
守
。
余
官
不
在
、
節
級
相
准
開
店
。
半
期
佃
跡
敏
。

検
調
物
使
　
牒
上
国
衙
頭

　
　
　
某
事

牒
云
云
。
具
録
事
状
、
謹
請
進
止
。
謹
牒
。

　
　
　
　
年
月
日
　

主
典
位
姓
名
牒

介
姓
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
右
、
介
入
部
内
、
牒
在
治
郡
守
式
。
抵
以
下
署
如
令
。

国
衙
頭
塗
上
検
調
物
所
案

4 （290）

こ
の
史
料
は
『
延
喜
式
』
国
司
上
下
相
重
留
・
調
物
使
牒
条
で
、
国
衙
に
あ
る
守
と
部
内
の
介
以
下
（
検
調
物
使
）
、
も
し
く
は
入
部
し
た
守

（
検
調
物
所
）
と
国
衙
に
あ
る
介
以
下
と
の
間
で
往
復
す
る
文
書
の
様
式
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
用
い
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
牒
は
、
国
衙
機
構
の
内
部
で
取
り
交
わ
さ
れ
る
牒
、
す
な
わ
ち
官
司
内
文
書
と
し
て
の
牒
で
あ
る
。
唐
公
式
令
の
定
め
る
官
司
文
書

は
宮
司
問
文
書
・
宮
司
内
文
書
の
二
本
立
て
に
な
っ
て
い
て
、
官
司
内
で
の
本
局
か
ら
別
周
へ
の
下
達
に
は
牒
、
別
局
か
ら
本
局
へ
の
上
申
に

は
刺
、
別
心
官
の
互
通
文
書
と
し
て
関
と
、
三
種
の
官
司
内
文
書
の
規
定
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
官
司
国
別
局
の
未
発
達
の
日
本
の
公
式
令
は

官
司
内
文
書
の
規
定
を
削
除
し
、
刺
・
関
と
い
う
文
書
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
必
要
に
応
じ
て
牒
が
官
司
内
文
書
と
し
て
の
役
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
上
申
・
下
達
両
用
と
も
に
引
き
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
右
の
事
実
は
、
公
式
令
の
継
受
関
係
だ
け
で
な
く
、
広
く
現
実
に
行
わ
れ
て
い
た
文
書
の
受
容
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を



牒・告害・下文（川端）

改
め
て
示
唆
す
る
。
律
令
官
司
制
の
あ
り
方
か
ら
い
っ
て
右
の
よ
う
な
牒
の
用
途
が
大
き
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
が
、
式
文
に
よ
っ
て
牒
が
公

式
令
の
定
め
る
文
書
体
系
を
補
足
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
公
式
令
の
規
定
以
外
に
も
こ
う
し
た
牒
が
そ
れ
を
補
い
、

さ
ら
に
そ
の
周
辺
に
は
日
常
的
に
取
り
交
わ
さ
れ
る
多
様
な
牒
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
多
様
な
牒
の
守
備
範
囲
に
も
ひ
と
つ
の
原
則
が
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
令
制
窟
司
間
の
文
書
は
あ
く

ま
で
符
・
解
・
移
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
牒
が
参
入
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
移
と
牒
は
そ
の
境
界
が
曖
昧
で
あ
り
、
そ
の
た

め
牒
に
侵
犯
さ
れ
て
移
は
消
滅
す
る
と
説
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
境
界
は
確
か
に
き
わ
め
て
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
早

川
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
令
制
官
司
問
に
限
っ
て
い
え
ば
互
通
文
書
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
移
の
方
で
あ
り
、
こ
れ
は
後
世
に
至
る
ま
で

牒
に
譲
る
こ
と
の
な
い
固
有
の
領
域
を
な
す
。
牒
は
、
あ
く
ま
で
も
公
式
令
に
規
定
の
あ
る
官
司
間
文
書
体
系
の
枠
か
ら
逸
脱
し
た
部
分
を
補

う
役
割
を
果
た
す
文
書
で
あ
る
。
そ
の
前
提
に
は
中
国
の
牒
の
多
様
な
用
法
が
あ
り
、
そ
の
性
格
故
に
牒
は
柔
軟
に
活
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
牒
に
関
す
る
若
干
の
点
を
付
け
加
え
て
お
く
。

　
ま
ず
、
牒
と
い
う
文
字
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
牒
に
は
、
正
字
の
「
牒
」
と
異
体
の
「
牒
」
の
二
種
が
あ
る
。
正
倉

院
文
書
を
通
覧
す
る
と
苗
字
と
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
平
安
期
以
降
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
「
牒
」
で
あ
る
。
異
体
の
「
牒
」
字
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

唐
朝
に
お
い
て
太
宗
李
世
民
の
「
世
」
「
民
」
両
字
が
避
誰
さ
れ
た
た
め
に
顕
慶
二
（
六
五
七
）
年
よ
り
用
い
ら
れ
た
漢
字
で
あ
り
、
日
本
で
こ

れ
を
避
誰
す
る
必
要
な
ど
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
牒
」
字
が
定
着
す
る
の
は
、
律
令
の
受
容
と
は
別
次
元
で
、
申
国
で
広
く
行
わ

れ
た
文
書
様
式
の
影
響
が
及
ん
だ
結
果
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
両
字
の
使
い
分
け
に
機
能
の
別
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
以
下
で
は
正
字
に
統
一

し
て
い
る
。

　
次
に
、
牒
の
書
止
に
つ
い
て
。
公
式
令
で
は
、
牒
式
条
の
個
人
上
申
牒
は
「
鰻
重
」
、
移
式
准
用
牒
で
は
「
故
牒
」
と
書
き
止
め
る
。
し
か

し
、
現
実
の
牒
で
は
、
変
則
的
な
も
の
を
除
く
と
「
故
牒
」
「
以
牒
」
「
謹
牒
」
の
三
種
の
書
止
が
普
通
で
あ
る
。
現
実
の
運
用
に
必
ず
し
も
明

確
な
区
別
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
と
し
て
は
「
以
牒
」
を
基
準
に
、
「
謹
牒
」
が
上
申
調
、
「
故
牒
」
が
下
達
調
、
す
な
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⑨

わ
ち
故
↓
以
↓
謹
の
順
に
厚
礼
に
な
る
と
考
え
て
よ
い
。

の
目
安
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
は
、

①
吉
川
真
司
「
律
令
官
司
制
論
」
（
門
日
本
歴
史
』
五
七
七
、
一
九
九
六
年
）
。

②
た
と
え
ば
、
栢
田
二
郎
『
日
本
の
古
文
書
上
』
（
岩
波
書
広
、
一
九
四
九
年
）

　
一
九
五
頁
。

③
『
日
本
思
想
大
系
律
令
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
綴
公
式
令
補
注
1
4
。

④
　
早
川
庄
八
「
公
式
様
文
書
と
文
轡
木
簡
」
（
噌
日
本
古
代
の
文
書
と
典
籍
㎞
、
吉

　
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
、
初
出
は
一
九
八
五
年
）
。
以
下
に
引
用
す
る
早
川
氏

　
の
見
解
は
こ
の
論
文
に
よ
る
。

⑤
唐
の
牒
制
に
つ
い
て
は
、
瞳
翌
翌
「
牒
三
国
其
処
理
程
式
探
討
i
唐
公
式
文

　
研
究
…
」
（
門
敦
焼
吐
魯
番
文
献
研
究
論
集
』
第
三
輯
（
北
京
大
学
中
国
中
古
史

　
研
究
中
心
編
、
一
九
八
六
年
）
。

⑥
　
　
『
延
喜
式
』
巻
五
〇
。
山
口
英
男
「
十
世
紀
の
国
郡
行
政
機
構
i
在
庁
官
入

　
制
成
立
の
歴
史
的
前
提
－
扁
（
門
史
学
雑
誌
』
一
〇
〇
1
九
、
一
九
九
一
年
）
、

　
戸
川
点
「
国
司
相
甲
羅
・
調
物
使
牒
条
l
l
－
所
と
使
に
つ
い
て
一
三
（
『
延
喜
式

　
研
究
㎞
七
、
一
九
九
二
年
）
が
九
世
紀
の
国
衙
の
所
や
国
使
に
関
す
る
史
料
と
し

　
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
た
だ
し
戸
規
氏
は
こ
の
牒
も
母
式
悪
用
と
す
る
。

⑦
吉
川
真
司
「
奈
良
時
代
の
宣
」
（
門
史
林
』
七
一
－
四
、
一
九
八
八
年
）
皿
章
註

　
⑨
、
お
よ
び
註
①
論
文
。
こ
の
ほ
か
官
司
内
文
書
と
し
て
の
牒
は
、
少
納
言
－
弁

　
官
間
（
『
延
喜
式
』
巻
一
一
）
、
刑
部
省
－
判
事
間
（
同
巻
二
九
）
な
ど
に
み
ら
れ

　
る
が
、
い
ず
れ
も
上
申
・
下
達
両
用
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

次
章
に
お
い
て
互
通
文
書
と
し
て
の
牒
の
機
能
を
論
じ
る
際
の
ひ
と
つ
　
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

⑧
中
村
裕
一
「
唐
代
史
料
に
み
え
る
「
世
民
」
両
字
の
避
誹
」
（
咽
唐
代
官
文
書
研

　
究
』
、
中
文
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
一
九
八
五
年
）
。

⑨
牒
の
書
止
に
つ
い
て
は
、
西
山
良
平
「
家
牒
・
家
符
・
家
使
－
〈
律
令
国
家
〉

　
の
一
断
面
－
」
（
咽
B
本
史
研
究
㎞
二
一
六
、
～
九
八
○
年
）
、
尾
上
純
一
「
家

　
牒
扁
と
家
令
制
－
八
世
紀
に
お
け
る
「
家
の
文
書
」
・
「
宅
の
文
書
」
1
」

　
（
『
史
学
研
究
集
録
』
　
一
一
、
一
九
八
六
年
）
に
関
連
す
る
指
摘
が
あ
る
。

⑩
官
司
問
の
文
書
と
し
て
使
用
さ
れ
る
移
や
牒
は
、
論
者
に
よ
っ
て
は
平
行
文
書

　
と
い
う
用
語
で
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
平
行
文
書
と
い
う
と
同
格

　
肩
甲
の
官
土
塁
で
の
授
受
文
書
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
み
か
ね
ず
、
か
つ
て
移

　
が
そ
う
し
た
文
書
で
あ
る
と
い
う
誤
解
の
も
と
に
、
そ
の
用
例
か
ら
神
贈
官
の
地

　
位
や
そ
の
変
遷
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
中
村
直
勝
「
古
文
書
の
形
式
よ

　
り
観
た
る
神
祇
窟
の
位
置
」
、
『
寧
楽
㎞
七
、
一
九
二
七
年
、
今
江
広
道
「
太
政
官

　
文
書
」
、
『
B
本
古
文
書
学
講
座
2
　
古
代
編
工
』
、
雄
山
閣
、
一
九
七
八
年
、
な

　
ど
）
。
し
か
し
渡
辺
寛
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
移
は
所
管
…
被
管
関
係
に
な
い

　
官
司
問
の
文
齋
で
、
官
司
相
互
の
地
位
と
は
ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
（
「
「
移
」
に

　
つ
い
て
一
公
式
日
文
書
の
一
考
察
一
」
、
「
皇
学
館
論
叢
』
二
一
一
三
、
一
九

　
八
八
年
）
。
本
稿
で
も
無
用
の
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
、
ま
た
文
書
の
動
き
の
双

　
方
向
性
と
い
う
意
味
合
い
を
も
た
せ
る
た
め
に
も
、
景
品
文
書
と
い
う
用
語
を
採

　
用
す
る
。
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第
二
章
平
安
時
代
の
牒

（【

j
新
様
式
の
牒

牒・告書・下文（JI［端）

　
前
章
で
は
、
牒
は
符
・
解
・
移
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
律
令
官
司
間
文
書
体
系
の
課
外
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
柔
軟
に
補
足
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
と
こ
ろ
で
平
安
時
代
の
牒
を
通
覧
す
る
と
、
あ
る
時
期
か
ら
以
前
の
牒
に
は
な
い
、
も
ち
ろ
ん
公
式
令
の
規

定
に
も
な
い
一
つ
の
共
通
す
る
特
徴
が
現
れ
る
こ
と
に
気
付
か
れ
る
。

　
表
一
に
は
九
・
一
〇
世
紀
の
牒
を
一
覧
に
し
た
が
、
注
目
し
た
い
の
は
宛
所
の
下
に
「
衙
」
と
い
う
文
字
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
特
徴
は
九
世
紀
半
ば
か
ら
現
れ
始
め
、
一
〇
世
紀
以
降
に
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
牒
に
み
え
る
よ
う
に
な
る
。
長
く
な
る
の
で
表
示
す
る

の
は
一
〇
世
紀
末
ま
で
に
と
ど
め
た
が
、
こ
れ
以
後
の
牒
も
見
事
に
こ
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
宛
先
が
国
の
場
合
「
○
○
国
衙
」
と
い
う
い

い
方
に
違
和
感
は
な
い
が
、
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
「
衙
」
は
あ
ら
ゆ
る
宛
所
に
付
さ
れ
た
一
種
の
脇
付
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
国
に
宛

て
た
場
合
も
「
○
O
I
国
衙
」
で
は
な
く
「
○
○
国
－
衙
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
衙
」
だ
け
が
横
に
寄
せ
て
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
例
が

か
な
り
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
ま
た
、
文
書
に
よ
っ
て
字
句
に
若
干
の
差
は
あ
る
が
、
「
…
…
之
状
、
牒
送
事
件
。
乞
也
衙
豊
里
、
以
牒
」

と
い
う
よ
う
な
牒
特
有
の
書
止
文
言
の
中
に
も
、
書
出
に
対
応
し
て
「
衙
」
が
挿
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
環
麗
な
こ
と
の
よ
う
で

あ
る
が
、
牒
に
特
徴
的
か
つ
統
一
的
に
現
れ
る
現
象
で
あ
り
、
そ
の
変
質
を
物
語
る
も
の
に
違
い
な
い
。
こ
の
こ
と
を
手
掛
か
り
に
、
平
安
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

代
に
お
け
る
牒
の
特
質
を
考
え
た
い
。

　
「
衙
」
が
宛
先
に
付
さ
れ
る
例
を
遡
っ
て
尋
ね
て
み
る
と
、
天
平
勝
宝
二
（
七
五
〇
）
年
の
造
東
大
寺
磁
器
に
「
造
東
大
寺
通
牒
　
北
大
臣

　
　
②

家
衙
頭
」
と
あ
る
の
が
も
っ
と
も
早
く
、
こ
れ
が
奈
良
時
代
で
は
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。
そ
の
後
、
表
一
に
示
し
た
よ
う
に
弘
仁
二
　
（
八
二

〇
）
年
に
「
川
原
寺
牒
　
尾
張
国
衙
頭
」
と
あ
る
の
を
経
て
、
承
和
一
一
（
八
四
四
）
年
に
「
阿
波
国
牒
　
東
大
寺
衙
」
、
以
下
一
〇
世
紀
以
降
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表
一
　
九
・
一
〇
世
紀
の
牒

年
　
月
　
日

差
　
　
　
出

宛
　
　
　
先

書
　
　
　
止

臨
　
　
　
典

延
暦
一
δ
（
八
2
Y
三
・
一
六

東
大
寺
三
綱
牒
上

侃
録
可
沽
却
状
、
　
　
、
以
牒
上

東
南
院
文
書
（
平
王
）

弘
仁
五
（
八
一
四
Y
七
・
二
六

〔
葉
大
寺
〕
三
綱
牒

伍
録
事
状
、
以
牒
上

正
倉
院
文
書
（
三
下
九
五
）

弘
仁
一
…
（
金
O
）
二
〇
∴
七

〔
川
〕
原
寺
牒

尾
張
国
衙
頭

侃
録
患
由
、
以
請
国
論
、
謹
牒

安
藤
文
書
（
平
四
六
）

承
和
八
（
八
璽
Y
T
エ
ハ

筑
前
国
牒

姦
曲
音
寺

価
…
…
返
送
如
件
、
今
以
状
牒

尊
勝
院
文
書
（
平
六
七
）

承
和
＝
（
八
囲
Y
一
？
＝

阿
波
国
牒

東
大
寺
衙

侃
具
事
状
、
…
…
、
以
牒

東
南
院
文
書
（
平
七
五
）

貞
観
八
（
八
六
穴
Y
一
？
＝

延
暦
寺
政
所
牒

天
台
別
院
園
城
寺

牒
到
准
状
、
故
牒

平
松
文
書
（
平
人
九
七
）

貞
観
九
（
雷
獣
）
二
【
三
六

前
斎
院
高
子
内
親
王
家
庄
牒

観
世
音
寺
政
所

価
還
牒
如
件
、
以
牒

早
稲
田
大
学
所
蔵
文
書
（
平
一
五
四
）

貞
観
δ
（
八
六
八
）
二
丁
量

筑
前
国
牒

観
世
音
寺

随
裁
下
弁
行
、
以
牒

早
稲
田
大
学
所
蔵
文
書
（
平
三
七
）

貞
観
δ
（
八
交
）
ニ
マ
ニ
七

〔
観
世
音
寺
〕

〔
大
宰
府
〕

今
録
具
状
、
以
牒

早
稲
田
大
学
所
蔵
文
書
（
平
一
異
）

貞
観
δ
（
八
面
八
）
∴
O
・
≡

内
蔵
寮
博
多
庄
牒

観
世
音
寺
政
所

価
今
録
具
状
、
附
還
使
申
上
、
以
牒

早
稲
田
大
学
所
蔵
文
書
（
平
一
穴
O
）

貞
観
一
果
八
七
一
）
二
〇
・
一
一
δ

（
造
東
大
寺
潤
）
牒

東
大
寺
政
所

御
察
此
状
、
依
件
任
用
、
以
牒

東
南
院
文
書
（
天
子
O
八
）

延
喜
薫
（
九
一
邑
二
量
…
｝
晶

〔
按
富
家
牒
〕

〔
東
大
寺
衙
〕

乞
徳
察
之
、
土
塁

東
南
院
文
書
（
平
一
δ
八
）

延
喜
；
　
（
九
；
　
Y
準
一

按
察
家
牒

來
大
寺
衙

乞
衙
察
之
、
今
勒
状
、
以
牒

東
南
院
文
轡
（
平
ぎ
九
）

延
喜
葦
（
九
葦
Y
八
∴
…
九

按
察
家
門

東
大
寺
衙

乞
衙
察
之
、
以
牒

來
南
院
文
書
（
平
三
〇
）

延
喜
一
五
（
九
一
五
Y
九
・
＝

東
寺
伝
法
供
家
牒

丹
波
国
多
紀
郡
衙

乞
也
衙
察
之
状
、
…
…
、
以
牒

東
寺
文
書
（
平
鳳
三
）

延
喜
一
五
（
九
一
五
Y
一
〇
・
…
三

丹
波
果
圃

東
穿
伝
法
供
家

乞
也
察
之
、
以
牒

東
寺
文
書
（
平
素
δ

延
喜
一
…
O
（
九
一
…
O
Y
九
・
＝

右
大
臣
家
牒

丹
波
国
衙

乞
衙
察
状
、
…
…
、
今
勒
寺
家
使
、
以
牒

東
寺
文
書
（
平
　
＝
七
）

延
長
二
（
九
二
四
Y
八
・
七

東
寺
伝
法
供
家
牒

丹
波
国
衙

乞
也
衙
察
国
状
、
…
…
、
以
牒

東
寺
百
合
文
書
（
平
二
一
九
）

延
長
果
九
穀
Y
八
三
五

伊
勢
太
神
宮
潤
牒

東
寺
政
所
衙

乞
也
衙
察
状
、
…
…
、
以
牒

東
寺
百
合
文
書
（
平
二
一
三
）

延
長
四
（
九
工
δ
二
二
〇

（
大
和
）
国
庁
牒

弘
福
寺
衙

乞
衙
察
状
、
今
勒
還
使
、
以
牒

東
寺
文
書
（
平
二
一
箇
）

延
長
六
（
九
二
八
Y
罫
九

〔
上
野
国
牒
〕

〔
東
大
寺
〕
衙

乞
衙
豊
郷
、
以
牒

菅
孝
次
郎
氏
所
蔵
文
書
（
平
量
八
）

延
長
七
（
九
二
九
Y
七
三
…

太
神
宮
司
牒

斎
宮
寮
衙

今
勒
状
、
以
牒

内
閣
文
庫
所
蔵
文
書
（
平
；
一
五
）

承
平
乗
九
署
Y
九
・
一
三

丹
波
国
牒

東
寺
伝
法
供
家
衙

乞
警
察
状
、
以
遠

市
島
謙
吉
氏
所
蔵
文
書
（
平
一
西
O
）

承
平
果
九
蓋
）
∴
9
二
五

策
寺
伝
法
供
家
牒

丹
波
国
衙

乞
也
衙
察
之
状
、
…
以
牒

束
寺
百
合
文
轡
（
壬
雲
）

天
慶
一
一
一
（
九
四
〇
Y
五
・
六

観
琶
音
寺
牒

筑
前
国
衙

乞
［
目
U
、
…
…
侃
国
事
状
、
以
牒

東
大
寺
文
書
（
平
二
碁
）

天
慶
興
九
四
一
）
二
丁
二

函
幡
黒
棚

東
大
寺
衙

乞
衙
察
之
、
卒
直
勧
朝
、
以
牒

東
南
院
文
書
（
平
二
五
二
）

天
慶
果
九
讐
Y
四
三
五

東
寺
伝
法
供
〔
家
〕
牒

丹
波
国
衙

乞
也
衙
察
国
状
、
…
、
以
牒

東
寺
文
潜
（
平
二
璽
）
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天
暦
栗
九
重
）
・
δ
・
「
驚

足
羽
郡
庁
牒

東
大
寺
諸
庄
収
納
使
衙

乞
也
察
状
、
今
勒
状
、
以
牒

東
南
院
文
書
（
平
三
§

天
暦
九
（
九
五
五
）
・
δ
・
八

淡
路
国
牒

延
暦
寺
戒
壇
院
衡

衙
察
謝
状
、
　
…
、
今
勒
状
、
以
牒

『
朝
野
群
載
』
巻
第
…
六

天
暦
一
〇
（
丸
盆
Y
四
・
三

出
雲
国
牒

東
大
寺
戒
壇
院
衙

乞
衙
、
…
　
、
今
勒
状
、
以
牒

隅
朝
野
群
載
』
巻
第
一
六

康
保
元
（
九
茜
Y
　
一
γ
三

醍
醐
寺
牒

当
（
山
城
）
国
衙

乞
衙
察
状
、
…
：
、
故
牒

三
宝
院
文
書
（
平
二
八
三
）

天
禄
四
（
九
董
Y
九
二

〔
東
〕
寺
伝
法
離
家
牒

得
波
国
衙

乞
衙
察
状
、
…
…
、
今
勒
状
、
聖
母

東
寺
百
合
文
書
（
平
一
δ
七
）

寛
和
元
（
九
金
Y
一
〇
・
1

造
東
大
寺
牒

上
野
国
衙

所
請
如
件
、
故
牒

根
岸
文
書
（
蔓
三
二
）

永
延
元
（
九
八
七
Y
三
・
九

筥
崎
宮
塔
院
謹
牒

当
（
筑
前
）
国
衙

衙
国
富
状
、
　
…
、
妨
注
事
状
、
以
牒

石
清
水
文
害
（
平
三
天
）

永
酢
二
（
究
O
Y
＝
∴
＝

栄
山
寺
謹
牒

当
（
大
和
）
国
衙

乞
衙
請
状
、
…
…
、
謹
以
牒

栄
山
寺
文
書
（
丁
霊
璽
）

正
暦
轟
（
九
九
一
）
二
一
　
・
三

（
大
和
）
国
使
簾
舞

東
大
寺
徳

乞
衙
察
之
状
、
　
、
今
勒
状
、
謹
牒

東
南
院
文
香
（
平
二
七
）

正
暦
二
（
九
九
一
）
二
【
二
四

添
上
郡
謹
牒

（
大
和
）
国
使
衙

乞
衙
国
籍
状
、
今
勒
状
、
謹
牒

東
南
院
文
書
（
平
三
四
九
）

正
暦
二
（
九
九
一
）
・
三
・
一
四

（
大
和
）
国
使
謹
牒

東
大
寺
衙

乞
衙
察
状
、
今
勒
事
状
、
謹
牒

東
南
院
文
書
（
平
倉
O
）

正
暦
果
究
ε
・
七
・
二
八

摂
政
家
牒

興
福
寺

乞
察
之
、
　
、
今
勒
事
情
、
以
牒

門
朝
野
群
載
輪
巻
第
七

正
暦
果
九
九
囚
Y
九
・
九

栄
山
寺
謹
牒

当
（
大
和
）
国
衙

乞
衙
察
状
、
…
…
、
今
勒
状
、
以
牒

栄
山
寺
文
書
（
平
　
蓋
九
）

長
徳
崇
九
九
六
Y
七
∴
証

観
慨
音
寺
牒

大
府
衙

今
録
状
、
謹
以
牒

東
京
文
科
大
学
文
書
（
平
翼
六
）

長
徳
四
（
九
九
八
Y
＝
・
五

観
世
音
寺
牒

大
府
葡

勒
状
、
以
牒

内
閣
文
庫
所
蔵
文
書
（
平
毫
正
）

※
太
政
官
牒
・
僧
綱
牒
・
大
宰
府
牒
、
及
び
欄
人
の
牒
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
差
出
・
宛
先
の
欄
は
、
牒
の
書
出
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
が
、
欠
部
は
〔
　
〕
で
補
い
、

ま
た
適
宜
（
）
で
補
足
し
た
。

牒・告書・下文（川端）

に
は
、
宛
先
に
「
衙
」
の
付
く
牒
ー
ー
こ
の
よ
う
な
様
式
上
の
特
徴
を
も
つ
牒
を
、
か
り
に
衙
式
牒
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
一
が
定
着
し
て
い

る
。
「
衙
」
は
一
般
に
役
所
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
先
駆
的
に
現
れ
る
「
衙
頭
」
は
「
衙
の
ほ
と
り
」
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
に
は
文
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

具
体
的
な
送
付
先
を
指
定
す
る
と
い
う
役
割
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
初
期
の
「
衙
」
掌
の
付
加
に
も
ぞ
う
し
た
機
能
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
宛
所
に
一
律
に
「
衙
」
を
付
す
こ
と
に
な
る
段
階
に
お
い
て
は
、
牒
と
い
う
文
書
自
体
の
属
性
に
か
か
わ
る
意
味
を

も
つ
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
実
は
表
｝
で
は
意
図
的
に
除
い
た
が
、
衙
式
事
の
普
及
後
も
決
し
て
「
衙
」
字
を
付
け
な
い
い
く
種
か
の
牒
が
存
在
す
る
。
太
政
官
牒
・
大

宰
府
牒
・
憎
綱
牒
、
そ
れ
に
蔵
人
所
牒
で
、
こ
れ
以
外
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
牒
に
は
「
衙
」
が
付
く
よ
う
に
な
る
か
ら
、
そ
の
有
無
は
発
給
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主
体
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
非
衙
式
牒
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
、
逆
に
聖
母
牒
の
基
本
的
な
性
格
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
ま
ず
太
政
官
牒
・
僧
綱
牒
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
う
ま
で
も
な
く
公
式
令
の
移
式
准
用
牒
で
あ
る
。
僧
綱
牒
は
も
ち
ろ
ん
、
太
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

官
牒
も
す
べ
て
寺
も
し
く
は
僧
綱
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
大
宰
府
牒
の
宛
先
も
す
べ
て
寺
で
、
こ
れ
も
衙
字
を
付
け
な
い
移
式
准
移
牒
の
本
来

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
様
式
を
守
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
一
般
の
牒
は
授
受
の
一
方
に
寺
が
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
～
様
に
衙
式
牒
に
移
行
す
る
か

ら
、
書
式
牒
は
公
式
令
の
規
定
を
墨
守
す
る
太
政
官
牒
・
僧
綱
牒
・
大
宰
府
牒
と
い
っ
た
国
家
レ
ベ
ル
の
牒
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
、
苦
難
准
用

か
否
か
と
は
無
関
係
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
蔵
人
所
牒
に
つ
い
て
は
、
諸
司
の
供
給
・
逓
送
、
所
々
職
司
の
補
任
、
蔵
人
所
召
物
、
蔵
人
所
裁
定
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
国
を
宛
所
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
て
発
給
さ
れ
る
こ
と
が
、
蔵
人
所
関
係
の
記
録
類
か
ら
渡
辺
直
彦
氏
に
よ
り
検
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
実
例
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
平

安
期
の
現
存
例
を
み
る
限
り
宛
先
に
「
衙
」
は
付
い
て
い
な
い
。
蔵
人
所
牒
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
蔵
人
所
か
ら
牒
が
諸
国
に
出

さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
諸
国
か
ら
は
解
が
蔵
人
所
に
届
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
康
平
三
（
一
〇
六
〇
）
年
三
月
一
八
日
の
和
泉
国
営

　
　
　
　
⑦

蔵
人
所
聖
上
に
よ
る
と
、
こ
の
牒
は
「
国
司
解
状
」
を
承
け
て
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
蔵
人
所
牒
は
、
国
か
ら
の
上
申
文
書
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
る
解
に
対
す
る
下
達
文
書
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
朝
廷
の
中
枢
の
令
外
官
か
ら
発
給
さ
れ
る
下
達
牒
は
、
重
字
を
付
さ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
比
べ
る
と
、
衙
式
牒
と
な
る
の
は
国
↑
・
家
、
国
↑
・
寺
、
家
‡
寺
、
寺
↑
・
寺
な
ど
の
よ
う
に
、
互
通
文
書
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
衙
式
牒
で
は
、
本
文
中
で
も
相
手
を
「
衙
」
「
貴
衙
」
な
ど
と
呼
び
、
以
前
に
相
手
か
ら
受
け
取
っ
た
文

書
は
「
得
里
居
云
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。
文
末
に
付
く
「
乞
胴
差
察
之
、
…
…
」
と
い
う
文
場
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
「
衙
」
の

用
法
か
ら
は
敬
称
に
近
い
印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
「
衙
」
字
の
付
加
は
、
相
手
へ
の
一
種
の
敬
意
を
含
ん
だ
互
通
関
係
の
表
現
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
公
式
牒
の
書
止
と
し
て
は
上
申
・
下
達
調
を
帯
び
な
い
「
壮
美
」
が
最
も
多
い
こ
と
も
、
暑
湿
文
書
と
し
て
の
牒

の
確
立
と
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。
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牒・告書・下文（川端）

　
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
は
、
本
来
役
所
を
意
味
す
る
「
衙
」
は
、
官
司
で
は
な
い
宛
所
を
も
疑
似
官
司
化
す
る
と
い
う
働
き
を
も
っ
こ
と

で
あ
る
。
特
徴
的
な
事
例
を
あ
げ
る
と
、
「
氏
人
衙
」
（
『
平
安
遺
文
㎏
一
七
七
～
号
）
、
「
氏
公
卿
衙
」
（
同
三
六
三
八
号
）
、
「
出
羽
守
井
蔵
人
衙
」

（
同
三
九
五
七
号
）
な
ど
の
よ
う
に
、
組
織
に
あ
ら
ざ
る
宛
所
に
も
必
ず
「
衙
」
字
が
つ
い
て
宛
所
を
組
織
の
よ
う
に
装
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
牒
が
宮
司
間
の
文
書
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
強
め
、
「
衙
」
字
に
よ
っ
て
常
に
そ
れ
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
上
よ

り
、
衙
式
牒
は
奈
良
時
代
以
来
多
様
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
牒
が
、
九
世
紀
か
ら
～
○
世
紀
に
か
け
て
そ
の
様
式
を
官
司
問
文
書
体
系
内
の

互
通
文
書
と
し
て
整
え
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
衙
式
牒
は
い
か
な
る
と
こ
ろ
が
ら
使
わ
れ
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
中
央
で
起
こ
っ
た

変
化
で
は
な
い
。
変
化
が
現
れ
出
す
九
世
紀
の
事
例
が
き
わ
め
て
少
な
い
の
で
確
実
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
衙
式
量
が
定
着
す
る
九
～
一

〇
世
紀
は
、
受
領
へ
の
国
務
委
任
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
る
国
司
受
領
化
が
進
展
す
る
時
代
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
国
を
中
心
と
し
た
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

書
授
受
の
中
で
定
着
し
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
国
牒
や
国
宛
の
牒
の
機
能
は
国
衙
機
構
砥
究
の
中
で
論
ぜ
ら
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、

今
は
そ
の
場
で
は
な
い
が
、
ご
く
簡
単
に
概
観
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
国
難
で
あ
る
が
、
『
平
安
遺
文
』
に
一
二
通
、
す
べ
て
寺
宛
で
書
止
は
「
以
牒
」
。
国
牒
の
使
用
は
一
〇
世
紀
後
半
以
降
に
激
減
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
、
そ
れ
が
国
務
処
理
方
式
の
変
遷
と
関
連
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
国
牒
が
代
表
的
な
国
務
文
書
と
し
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

衙
角
丸
が
定
着
す
る
九
～
一
〇
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
残
存
例
は
双
翼
の
み
で
あ
る
が
、
『
朝
野
群
載
』
に
は
神
社
宛
の
国
画
も
載
っ
て
い
る
。

ま
た
国
内
の
有
力
者
に
対
し
て
も
国
牒
が
発
給
さ
れ
て
い
た
（
こ
れ
は
後
述
）
。
な
お
、
国
相
互
に
つ
い
て
は
『
朝
野
群
藁
菰
に
長
和
四
（
｝
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

一
五
）
年
の
上
野
国
軍
の
例
が
あ
り
、
令
制
官
桐
互
は
移
と
す
る
原
則
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
書
出
も
「
上
野
国
益
武

蔵
国
衙
」
と
、
衙
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
移
の
実
例
は
少
な
い
の
で
衙
式
が
移
で
も
慣
用
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
判
断

で
き
な
い
が
、
こ
れ
も
「
衙
」
を
付
す
こ
と
が
互
通
文
書
の
特
徴
と
考
え
た
先
の
推
測
の
傍
証
に
は
な
る
。

　
国
に
宛
て
た
牒
と
し
て
は
、
寺
牒
が
も
っ
と
も
多
い
。
『
平
安
遺
文
』
は
一
〇
〇
通
足
ら
ず
の
寺
牒
を
載
せ
る
が
、
そ
の
三
分
の
二
ほ
ど
が
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国
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
寺
の
発
給
文
書
と
し
て
牒
が
用
い
ら
れ
る
の
は
移
式
財
用
規
定
か
ら
い
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
こ
れ
ら
も
他
の
牒
と
同
様
い
っ
せ
い
に
衙
式
牒
に
転
じ
て
い
る
。
寺
牒
の
書
止
は
「
以
牒
」
が
も
っ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
同

じ
国
に
宛
て
て
い
る
場
合
で
も
、
東
大
寺
牒
は
「
以
牒
」
が
多
い
の
に
対
し
、
栄
山
寺
牒
は
「
蝉
騒
」
と
す
る
の
が
普
通
で
よ
り
厚
礼
を
示
す
。

明
確
な
基
準
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
書
止
の
別
は
差
出
と
宛
先
の
関
係
を
あ
る
程
度
表
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
書
止
文
言
で

上
下
関
係
を
微
妙
に
表
し
つ
つ
も
、
互
通
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
、
牒
が
往
復
す
る
の
で
あ
る
。
時
期
別
に
み
る
と
、
単
路
は
一
一
世
紀
に
半

　
　
　
　
　
　
⑬

分
以
上
が
集
中
し
、
一
二
世
紀
に
な
る
と
一
〇
数
例
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
従
来
の
研
究
で
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
て
き
た
牒
は
家
牒
・
宅
牒
で
あ
る
。
佐
藤
宗
諄
氏
に
よ
っ
て
九
世
紀
に
お
け
る
家
牒
の
「
公
認
」
の
意

　
　
　
　
　
⑭

義
が
論
ぜ
ら
れ
、
続
い
て
西
山
良
平
氏
は
、
家
牒
は
す
で
に
八
世
紀
後
半
よ
り
国
司
に
送
ら
れ
て
諸
家
の
恣
意
を
実
現
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

指
摘
し
て
い
る
。
家
牒
・
宅
牒
の
現
存
例
は
少
な
い
が
、
著
名
な
延
喜
二
〇
（
九
二
〇
）
年
九
月
＝
日
右
大
臣
藤
原
忠
平
家
号
を
始
め
、
一

〇
世
紀
以
降
の
も
の
は
い
ず
れ
も
衙
式
を
と
り
、
多
く
は
国
に
宛
て
ら
れ
て
臨
時
雑
役
免
除
や
立
券
を
要
求
し
て
い
る
。
書
止
は
「
以
牒
」
が

　
⑰

多
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
衙
式
牒
の
定
着
す
る
九
～
一
〇
世
紀
、
そ
し
て
一
一
世
紀
に
か
け
て
は
国
を
め
ぐ
っ
て
牒
が
盛
ん
に
取
り
交
わ
さ
れ
る
が
、

そ
れ
に
関
し
て
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
寺
社
や
貴
族
か
ら
郡
に
宛
て
た
牒
は
、
例
外
と
い
え
る
一
例
を
除
い
て
は
存
在
し
な
い

　
　
　
　
⑱

こ
と
で
あ
る
。
釜
中
王
臣
家
の
活
動
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
「
早
使
等
、
不
由
国
司
、
閾
入
部
内
、
凌
礫
百
姓
、
略
奪
田
宅
、
妨
取
調
庸
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

…
…
」
と
い
う
事
態
に
つ
い
て
、
「
諸
院
諸
宮
諸
家
営
林
若
書
未
進
者
、
葦
簾
国
司
、
将
令
弁
進
。
非
有
国
符
、
不
聴
入
部
」
と
あ
る
よ
う
に
、

在
地
へ
の
口
入
は
国
司
に
逸
し
て
行
う
べ
し
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
も
郡
宛
に
直
接
牒
が
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
馬
蝉
牒
の
機
能
に
即
し
て
い
え
ば
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
奈
良
時
代
に
お
い
て
幅
広
い
用
途
に
用
い
ら

れ
て
い
た
段
階
に
は
、
郡
司
に
宛
て
ら
れ
た
下
達
調
の
強
い
牒
も
存
在
し
得
た
。
と
こ
ろ
が
衙
書
士
が
確
立
す
る
と
、
郡
は
そ
の
互
通
関
係
の

対
象
の
枠
外
に
は
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
こ
と
は
、
中
央
か
ら
郡
に
直
接
宛
ら
れ
る
文
書
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
昧
す
る
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も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
三
章
で
詳
述
す
る
が
、
し
か
し
少
な
く
と
も
中
央
か
ら
郡
に
宛
て
た
牒
は
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
関
連
し
て
最
後
に
付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、
「
国
衙
」
「
郡
衙
」
い
う
語
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
国
衙
」
は
、
奈
良
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

代
に
は
ほ
と
ん
ど
用
例
が
な
く
、
平
安
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
安
前
期
の
用
例
を
調
べ
て
み
る
と
、
す
べ
て
が
牒

の
文
中
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
本
来
「
0
0
国
…
衙
」
で
あ
る
か
ら
、
「
国
衙
」
と
い
う
語
が
成
立
し
て

い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
国
の
役
所
と
い
う
｝
般
的
な
用
例
が
普
及
す
る
の
は
よ
う
や
く
一
一
世
紀
半
ば
の
こ
と
で
あ
る
。
「
国
衙
」
は
衙
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

牒
の
様
式
に
由
来
す
る
語
で
、
右
に
み
た
よ
う
な
国
を
中
心
に
し
た
牒
の
盛
ん
な
往
来
が
、
や
が
て
そ
の
語
を
派
生
・
定
着
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
「
郡
衙
」
と
い
う
用
語
も
研
究
史
上
無
造
作
に
使
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
実
は
史
料
上
に
は
存
在
し
な
い
語
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
こ
と
も
、
衙
式
牒
の
用
法
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
郡
レ
ベ
ル
の
在
地
で
も
衙
幽
思
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例

は
あ
る
。
し
か
し
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
中
央
か
ら
み
て
郡
は
衙
落
様
の
宛
先
に
な
ら
ず
、
中
央
と
郡
と
の
間
で
牒
が
取
り
交
わ
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
国
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
「
郡
衙
」
と
い
う
語
が
発
生
す
る
機
会
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

牒・告書・下文（川端）

（
二
）
牒
の
諸
相

　
牒
が
往
復
す
る
の
は
一
方
に
国
が
あ
る
場
合
だ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
衙
式
牒
は
様
々
な
レ
ベ
ル
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
で
き

る
だ
け
多
様
な
史
料
か
ら
、
牒
の
往
復
す
る
社
会
関
係
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
時
代
は
や
や
降
る
が
、
＝
世
紀
初
め
の
伊
勢
神
宮
で
は
大
幅
臣
氏
一
族
に
よ
る
祭
主
・
宮
司
庁
諸
機
関
の
家
産
化
が
進
行
し
、
そ
れ
に
対

す
る
禰
宜
・
権
禰
宜
層
荒
木
田
・
度
会
両
氏
と
の
抗
争
が
激
化
し
て
い
た
。
長
暦
三
（
｝
〇
三
九
）
年
二
月
、
荒
木
田
利
方
を
筆
頭
と
す
る
禰

宜
・
権
禰
宜
ら
は
数
多
の
神
民
を
率
い
て
上
京
し
、
　
＝
瓢
箇
条
に
わ
た
る
訴
状
を
朝
廷
に
提
普
し
た
。
こ
の
訴
状
の
最
終
項
に
は
「
第
十
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

太
神
宮
司
与
禰
宜
、
漏
電
定
置
移
牒
官
事
」
と
あ
る
。
宮
司
と
禰
宜
と
を
「
移
牒
官
」
に
定
め
置
く
べ
し
、
と
す
る
禰
宜
の
要
求
は
何
を
意
味

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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伊
勢
神
宮
で
は
元
来
、
朝
廷
へ
の
奏
状
は
禰
宜
等
注
進
↓
宮
司
解
↓
祭
主
解
と
い
う
手
続
を
経
て
上
奏
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
禰
宜
等
は
、
祭
主
・
宮
司
が
彼
ら
の
注
進
を
抑
留
し
て
上
奏
し
な
い
こ
と
を
愁
い
、
朝
廷
へ
の
直
接
の
越
奏
権
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
う

し
た
中
、
長
暦
元
（
一
Ω
二
七
）
年
に
内
宮
一
禰
宜
が
正
四
位
下
の
位
階
を
得
て
宮
司
の
上
階
に
立
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
禰
宜
等
の
越
奏
権
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ひ
と
つ
の
根
拠
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
右
の
争
点
も
こ
の
こ
と
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
訴
の
結
果
、
禰
宜
等
の
要
求
は
認
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
従
来
の
神
宮
の
文
書
体
系
は
山
朋
れ
、
以
来
禰
宜
等
は
「
自
去
年
以
来
、
誇
位
階
違
例
、
依
相
互
移
牒
、
不
随
宮
司
符
」
と
、
宮
司
の
「
符

判
」
に
従
お
う
と
は
し
な
い
状
況
が
現
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
禰
宜
等
の
要
求
し
た
「
移
牒
官
」
と
は
、
律
令
制
的
な
統
属
関
係
を
脱
し
、
自
立
し
た
相
互
の
立
場
を
授
受
文
書
の
あ
り
方
に
即
し
て
表
現

し
た
語
で
あ
り
、
禰
宜
層
に
と
っ
て
は
祭
主
－
宮
司
支
配
か
ら
の
離
脱
を
法
的
に
表
現
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
移
牒
」
と
い
う
表
現
は
、
別
種
の
史
料
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
史
料
は
噸
昏
怠
記
』
に
み
え
る
「
移
牒
」
で
あ
る
。

　
　
而
問
常
陸
国
居
住
藤
原
玄
明
等
、
素
志
国
乱
人
為
民
之
毒
害
也
。
望
農
節
則
貧
町
満
之
歩
数
、
至
官
物
則
光
束
把
之
弁
済
。
…
…
子
時
長
官
藤
原
維
幾
朝

　
　
臣
、
為
令
弁
済
宮
物
、
難
送
度
々
移
牒
、
対
桿
為
宗
敢
不
府
向
。

こ
こ
で
は
常
陸
介
藤
原
維
幾
が
「
国
乱
人
」
藤
原
玄
明
に
官
物
弁
済
を
要
求
す
る
「
移
牒
」
を
送
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
玄
明
は
こ
れ
に
従
わ

ず
、
そ
の
振
舞
い
に
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

　
　
長
官
稽
集
度
々
過
、
依
官
符
之
旨
擬
追
捕
之
間
、
急
提
妻
子
、
遁
渡
於
下
総
国
豊
田
郡
之
次
、
所
盗
渡
行
方
・
河
内
両
郡
不
動
倉
穀
糀
等
、
母
数
在
郡
司

　
　
所
進
之
日
記
也
。
傍
可
捕
送
之
由
移
牒
、
送
於
下
総
国
井
将
門
。
而
常
儒
逃
亡
之
由
、
曾
光
早
渡
之
心
。

そ
こ
で
維
幾
は
官
符
に
よ
っ
て
玄
明
を
追
捕
し
ょ
う
と
す
る
。
玄
明
は
こ
れ
を
逃
れ
、
遁
走
し
て
下
総
国
に
入
っ
た
。
維
幾
は
今
度
は
下
総
国

と
平
将
門
の
許
へ
「
移
牒
」
を
送
達
し
、
そ
の
追
捕
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
豊
門
も
「
不
可
追
捕
之
牒
」
を
国
に
送
っ
て
い
る
。
戸
田

芳
実
氏
は
、
三
門
や
玄
明
に
「
移
牒
」
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
家
の
官
職
を
も
た
な
い
彼
ら
が
「
国
衙
と
同
等
な
一
種
の
公
的
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
国
衙
と
同
等
」
か
、
ま
た
「
公
的
機
関
」
と
い
え
る
か
ど
う
か
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牒・告書・下文（川端）

は
別
に
し
て
も
、
こ
の
「
移
牒
」
の
語
も
玄
明
や
将
門
の
自
立
的
な
立
場
を
物
語
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。

　
藤
原
玄
明
や
平
高
騰
が
国
司
か
ら
受
け
た
「
移
牒
」
は
も
ち
ろ
ん
現
存
し
な
い
が
、
次
の
牒
な
ど
は
軍
記
の
「
移
牒
」
に
類
す
る
文
書
の
唯

｝
の
実
例
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
二
所
太
神
宮
神
主
牒
　
出
羽
守
井
平
蔵
人
衙

　
　
　
欲
被
早
張
本
余
類
相
共
随
追
討
其
身
、
熊
野
山
逆
賊
等
先
日
諌
識
外
逃
去
輩
、
猶
浮
海
上
交
山
林
、
連
々
成
盗
犯
間
、
神
人
抱
恐
怖
不
安
回
状

　
　
　
使

　
　
牒
、
件
逆
賊
無
事
正
月
廿
　
日
乱
入
神
宮
御
郷
内
、
男
盛
犯
科
盗
掘
、
衙
潮
来
向
、
或
諒
繊
之
、
或
搦
捉
之
。
其
外
余
類
逃
去
云
々
。
椎
弓
優
退
之
兇
徒

　
　
等
、
猶
浮
海
上
交
山
林
、
経
廻
嶋
々
浦
々
之
由
、
日
来
風
聞
之
問
、
乱
入
阿
曾
御
薗
焼
尖
在
家
、
襲
来
藻
草
御
厨
、
盗
取
資
財
下
鞍
、
所
司
等
所
申
上
也
。

　
　
　
（
申
略
）
然
則
罷
彼
他
行
之
議
、
一
向
奉
守
護
神
宮
、
兼
又
張
本
余
類
相
共
、
髄
欲
被
追
討
其
身
之
状
、
牒
送
如
件
。
乞
也
衙
醜
状
、
牒
到
准
状
。
以
牒
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
治
承
五
年
二
月
　
日
　
　
　
　
（
以
下
、
署
判
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
源
平
内
乱
初
期
の
こ
の
史
料
は
、
伊
勢
神
宮
が
伊
勢
国
一
志
郡
に
本
拠
を
も
つ
軍
事
貴
族
、
出
羽
守
平
信
兼
（
平
蔵
人
の
方
は
未
詳
）
に
対
し

て
熊
野
凶
徒
の
追
捕
を
要
請
し
た
牒
で
、
宛
所
の
信
兼
ら
に
「
衙
」
字
を
加
え
て
疑
似
官
司
化
し
、
文
中
で
も
信
兼
を
「
衙
」
と
呼
ぶ
衙
式
互

通
牒
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
伊
勢
神
宮
は
伊
勢
国
司
と
し
て
の
立
場
に
あ
る
と
考
え
て
よ
い
か
ら
、
右
の
牒
の
授
受
の
関
係
は
先
の
常
陸
国
と

国
辱
の
関
係
に
擬
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
将
門
の
時
代
か
ら
二
世
紀
余
り
を
隔
て
て
い
る
が
、
心
門
に
玄
明
の
追
捕
を
要
請
し
た
常
陸
国
の

「
移
牒
」
も
、
こ
の
よ
う
な
牒
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
『
将
門
土
止
を
始
め
と
す
る
軍
記
に
は
、
ほ
か
に
も
牒
が
み
え
る
。
「
声
門
固
陣
築
楯
、
且
送
簡
牒
、
且
寄
兵
士
。
子
時
律
中
孟
冬
日
、

臨
黄
昏
。
因
蒐
各
各
挽
楯
面
々
上
身
」
（
『
将
門
田
』
）
、
こ
こ
に
あ
る
「
簡
牒
」
は
、
敵
陣
へ
の
挑
戦
状
で
で
も
あ
ろ
う
か
。
「
然
レ
バ
既
二
各
ノ

軍
ヲ
儲
テ
、
可
合
戦
キ
様
二
成
ヌ
。
其
後
ハ
牒
ヲ
通
ハ
シ
テ
目
ヲ
遅
筆
、
其
野
ニ
テ
合
ハ
ム
、
ト
契
ル
」
（
『
今
昔
物
語
集
臨
巻
二
五
f
五
）
、
こ

こ
で
は
牒
に
よ
っ
て
両
軍
の
問
で
合
戦
の
日
時
と
戦
場
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
既
至
愚
契
ノ
日
二
成
ヌ
レ
バ
、
各
軍
ヲ
発
シ
テ
、
此
ク
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云
フ
野
二
二
ノ
小
心
融
融
立
ヌ
。
…
…
小
兵
ヲ
出
シ
テ
牒
ヲ
通
ハ
ス
。
其
兵
ノ
返
ル
時
二
、
定
レ
ル
事
ニ
テ
箭
ヲ
射
懸
ケ
ル
也
」
（
『
今
昔
物
語

胚
軸
巻
二
五
－
三
）
、
こ
れ
は
両
軍
の
使
者
が
開
戦
前
に
交
わ
す
、
文
字
通
り
の
最
後
通
牒
。
こ
れ
ら
の
牒
は
自
力
救
済
1
1
私
戦
の
世
界
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
「
合
戦
の
ル
ー
ル
」
を
担
う
文
書
で
あ
る
。
と
き
に
は
一
方
に
追
捕
官
符
が
下
さ
れ
、
そ
の
場
合
に
は
私
戦
と
公
戦
の
論
理
が
入
り
乱
れ
な

が
ら
合
戦
が
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
所
領
相
論
に
お
い
て
も
状
況
は
よ
く
似
て
い
る
。
相
論
は
法
廷
へ
の
提
訴
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
は
じ
め
に
当
事
者
間
で
牒
が
取
り
交

わ
さ
れ
る
。
延
喜
　
三
（
九
；
一
）
年
の
、
因
幡
国
高
庭
荘
を
め
ぐ
る
東
大
寺
と
藤
原
有
実
家
の
相
論
で
は
、
ま
ず
事
態
を
打
開
せ
ん
と
す
る
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

大
寺
が
度
々
の
牒
を
有
実
家
に
送
り
、
有
実
家
も
少
な
く
と
も
一
…
　
度
東
大
寺
に
返
牒
し
て
い
る
。
当
事
者
の
交
渉
が
不
調
に
終
っ
た
そ
の
末
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

東
大
寺
が
解
で
朝
廷
に
上
申
し
、
初
め
て
公
の
裁
判
沙
汰
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
正
暦
二
（
九
九
一
）
年
の
大
和
国
春
日
荘
を
対
象
と
し

た
興
福
寺
と
東
大
寺
の
相
論
も
、
も
と
は
と
い
え
ば
荘
内
の
免
田
の
進
退
権
を
主
張
す
る
東
大
寺
宛
の
興
福
寺
牒
に
端
を
発
し
、
両
寺
間
の
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

渉
が
決
裂
し
た
結
果
、
東
大
寺
解
が
朝
廷
に
提
出
さ
れ
て
裁
判
が
始
ま
っ
て
い
る
。
牒
に
よ
る
交
渉
に
よ
っ
て
当
事
者
間
で
事
態
の
解
決
に
至

る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
あ
る
場
合
に
は
実
力
行
使
に
よ
る
決
着
が
計
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
官
や
国
に
提
訴
さ
れ
、
そ
の
裁
判
シ
ス
テ

ム
に
則
っ
て
審
理
が
開
始
さ
れ
る
の
は
、
ひ
と
つ
の
選
択
肢
が
選
ば
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
官
や
国
が
法
廷
と
な
っ
た
訴
訟
の
進
行
中
に
も
、
訴
訟
当
事
者
は
黙
し
て
は
い
な
い
。
対
論
中
の
欄
手
へ
、
ま
た
国
へ
と
牒
を
発
し
、

事
態
の
好
転
、
打
開
に
奔
走
す
る
。
貞
観
九
・
一
〇
（
八
六
七
・
八
）
年
の
筑
前
国
博
多
荘
を
め
ぐ
る
相
論
で
、
内
蔵
寮
と
対
決
す
る
観
世
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

寺
の
動
き
は
活
発
で
あ
る
。
荘
園
や
郡
司
へ
働
き
か
け
、
筑
前
国
へ
、
ま
た
大
宰
府
へ
も
牒
を
送
る
。
相
論
自
体
が
一
方
当
事
者
の
観
世
音
寺

を
中
心
に
動
い
て
い
る
感
さ
え
あ
る
。
先
に
触
れ
た
正
暦
二
年
置
大
和
国
春
日
荘
の
相
論
で
も
、
国
と
両
当
事
者
間
で
盛
ん
に
牒
が
や
り
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
、
ま
た
国
使
と
郡
の
間
で
も
牒
の
往
復
に
よ
り
審
理
・
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
官
…
国
－
郡
と
い
う
指
揮
命
令
を
縦
軸
と
し
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

互
通
牒
を
横
軸
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
紛
争
解
決
は
進
む
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
在
地
社
会
に
お
け
る
牒
に
も
触
れ
て
お
く
。
申
央
か
ら
郡
以
下
の
在
地
へ
の
下
達
牒
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
先
に
述
べ
た
が
、
郡
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牒・告書・下文（川端）

や
荘
園
の
レ
ベ
ル
で
は
相
互
に
行
き
交
う
牒
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
足
羽
郡
庁
牒
　
東
大
寺
収
納
使
衙
」
（
『
平
安
遣
文
臨
二
六
一
言
万
）
、
「
添
上
郡

謹
書
　
国
使
衙
」
（
同
三
四
九
号
）
、
「
神
戸
園
圃
　
名
張
郡
司
衙
」
（
同
二
七
五
七
号
）
、
「
紀
伊
国
劇
御
庄
牒
　
大
和
葛
上
郡
衙
」
（
『
雑
筆
要
集
』
）

な
ど
と
、
衙
式
牒
が
使
わ
れ
て
い
る
。
郡
と
国
使
、
郡
と
荘
園
な
ど
、
郡
の
レ
ベ
ル
で
も
様
式
牒
を
用
い
る
互
通
関
係
を
み
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
章
で
は
九
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
に
か
け
て
、
宛
所
に
「
衙
」
字
を
付
す
互
通
牒
1
1
衙
式
牒
が
成
立
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
前
代

の
多
様
な
牒
の
中
か
ら
、
宮
司
間
の
文
書
と
い
う
枠
組
み
を
維
持
し
つ
つ
動
く
衙
式
牒
が
定
着
し
た
の
で
あ
る
。
衙
亭
亭
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ

ベ
ル
に
お
い
て
相
互
に
自
立
的
な
官
司
・
集
団
間
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
多
層
的
な
互
通
関
係
を
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
、
当
該

期
の
社
会
関
係
は
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
「
衙
」
字
の
付
加
が
牒
の
書
式
と
関
係
す
る
こ
と
は
、
八
木
充
「
国
府
・
国

　
庁
・
国
衙
」
（
『
日
本
古
代
政
治
組
織
の
研
究
臨
、
塙
書
房
、
一
九
八
六
年
、
初
出

　
は
一
九
八
五
年
）
や
鐘
江
宏
之
「
八
・
九
世
紀
の
国
府
構
成
員
一
種
目
行
政
へ

　
の
関
わ
り
方
を
中
心
に
一
」
（
『
弘
前
大
学
国
史
論
集
』
一
〇
二
、
　
九
九
七

　
年
）
が
簡
単
に
指
摘
し
て
い
る
。

②
天
平
勝
宝
二
年
八
月
一
七
日
造
東
大
寺
司
牒
（
正
倉
院
文
書
、
『
大
日
本
古
文

　
書
㎞
　
ニ
ー
四
一
四
号
）
。

③
　
衙
式
牒
で
は
な
い
が
、
一
章
で
引
用
し
た
『
延
喜
式
』
國
司
上
下
椙
牒
・
調
物

　
使
二
条
に
あ
げ
る
牒
が
書
き
出
し
を
「
検
調
物
所
牒
　
国
衙
頭
」
あ
る
い
は
門
国

　
急
襲
牒
上
　
検
調
物
所
聖
典
等
」
、
ま
た
「
検
調
物
使
　
揚
土
　
国
衡
頭
」
と
し

　
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
文
轡
の
送
付
先
・
差
繊
の
場
の
特
定
に
他
な
ら
な
い
。

④
長
保
六
年
六
月
二
二
日
太
政
官
牒
案
（
到
津
文
書
、
『
平
安
遺
文
㎞
四
九
工
ハ

　
号
）
が
「
太
政
官
牒
　
八
幡
宇
佐
宮
弥
勒
寺
衙
」
と
、
例
外
的
に
衙
式
を
と
る
唯

　
一
の
太
政
官
牒
で
あ
る
が
、
案
文
で
も
あ
り
検
討
を
要
す
る
。

⑥
大
宰
府
が
発
給
す
る
牒
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
興
味
深
い
特
徴
が
あ
る
。
ω
大

　
宰
連
帯
は
＝
世
紀
前
半
で
消
滅
し
、
以
後
は
多
数
の
大
小
監
典
が
連
署
し
て
大

　
宰
府
の
最
高
責
任
者
が
袖
判
を
据
え
る
大
宰
府
政
所
牒
に
代
わ
る
。
㈲
大
宰
府
牒

　
は
垂
垂
を
と
ら
な
い
が
、
新
た
な
大
宰
府
政
所
牒
で
は
世
知
牒
に
な
る
。
偶
た
だ

　
し
、
大
宰
府
政
所
牒
も
宛
先
は
寺
に
隈
ら
れ
て
お
り
、
国
に
宛
て
て
は
大
宰
府
政

　
所
符
が
出
る
と
い
う
よ
う
に
、
移
式
自
用
規
定
を
完
全
に
は
脱
し
て
い
な
い
。
ω

　
し
か
も
懸
白
い
こ
と
に
、
大
宰
府
政
所
牒
は
す
べ
て
連
判
が
前
、
年
月
日
が
後
に

　
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
符
の
特
徴
で
あ
る
か
ら
、
大
宰
府
政
所
牒
は
符
式
を
取
り

　
入
れ
て
下
達
調
を
現
し
て
い
る
と
い
え
る
。
以
上
の
う
ち
、
ω
に
関
し
て
は
、
す

　
で
に
石
井
進
氏
の
指
摘
が
あ
り
、
大
宰
府
機
構
の
変
革
期
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か

　
に
さ
れ
て
い
る
（
石
井
進
「
大
宰
府
機
構
の
変
質
と
鎮
西
奉
行
の
成
立
」
『
日
本

　
中
世
国
家
史
の
研
究
㎞
、
岩
波
害
店
、
～
九
七
〇
年
）
。
こ
こ
で
は
②
以
下
の
特
徴

　
を
付
け
潴
え
る
に
と
ど
め
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
、
大
宰
府
機

　
構
の
変
質
の
意
味
を
さ
ら
に
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
後
考
を
期
し
た
い
。

⑥
渡
辺
直
彦
「
蔵
人
所
牒
の
研
究
」
（
糊
日
本
古
代
官
位
制
度
の
基
礎
的
研
究
』
、

　
吉
崩
弘
文
館
、
～
九
七
二
年
）
。
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⑦
康
平
三
年
三
月
＋
八
日
蔵
人
所
牒
案
（
高
野
山
文
書
又
続
錯
簡
集
八
一
、
門
平

　
安
遺
文
』
九
五
三
号
）
。
渡
辺
氏
も
、
こ
の
書
止
が
下
達
調
の
強
い
「
故
牒
」
で

　
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
文
書
形
式
は
牒
で
あ
る
が
そ
の
実
は
「
国
司
解
状
」

　
に
対
す
る
符
ま
た
は
下
文
的
な
性
格
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

⑧
も
っ
と
も
鎌
倉
期
の
蔵
入
所
牒
に
は
「
衙
」
字
を
付
し
た
国
に
宛
て
た
牒
が
あ

　
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
「
国
衙
」
と
い
う
語
の
定
着
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
建
武

　
政
権
期
の
雑
訴
決
断
所
牒
も
非
衙
式
で
蔵
入
所
牒
と
共
通
す
る
が
、
国
宛
に
の
み

　
「
衙
」
が
付
き
、
そ
れ
以
外
に
は
付
か
な
い
。
こ
れ
も
隅
じ
理
由
に
よ
る
。

⑨
鐘
江
氏
は
宛
所
に
「
衙
」
が
付
く
よ
う
に
な
る
の
と
平
行
し
て
、
国
宛
の
牒
の

　
差
出
や
宛
先
が
「
○
○
国
司
」
か
ら
「
○
○
国
」
へ
と
変
化
す
る
と
い
う
現
象
を

　
指
摘
し
て
い
る
（
註
②
論
文
）
。
こ
れ
も
牒
が
組
織
間
の
授
受
文
書
と
し
て
確
立

　
す
る
こ
と
と
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。

⑩
蜜
沼
正
弘
「
平
安
時
代
に
お
け
る
国
司
文
書
に
つ
い
て
一
そ
の
位
署
形
態
と

　
国
司
黒
影
の
成
立
1
』
（
『
資
料
館
紀
要
隔
四
、
一
九
七
四
年
）
、
田
村
憲
美

　
「
機
能
上
か
ら
見
た
国
司
文
書
の
変
遷
」
（
「
B
本
中
世
村
落
形
成
史
の
研
究
』
、

　
校
倉
書
房
、
一
九
九
四
年
、
初
出
は
一
九
七
入
年
）
。

⑪
　
永
保
元
年
六
月
一
二
B
遠
江
国
牒
（
伊
勢
神
宮
宛
、
『
朝
野
群
裁
』
巻
第
二
二
）
。

　
こ
れ
も
衙
国
東
で
、
書
止
は
「
工
面
」
。
た
だ
し
神
社
に
対
し
て
は
、
伊
勢
神
宮

　
宛
の
伊
勢
国
移
（
弘
仁
＝
一
年
八
月
二
二
日
太
政
官
符
に
引
用
、
囲
類
聚
三
代
格
㎞

　
巻
一
）
な
ど
の
よ
う
に
、
国
華
が
出
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
な
お
、
神
社
か
ら
国

　
へ
は
現
存
例
は
な
い
が
、
引
用
例
を
み
る
と
、
摂
津
国
軍
の
住
吉
神
社
牒
（
貞
観

　
　
三
年
五
月
二
日
太
政
官
符
に
引
用
、
隅
巻
一
）
の
よ
う
に
牒
が
用
い
ら
れ
て
い

　
る
場
合
と
、
豊
前
国
隣
の
宇
佐
神
宮
移
（
万
寿
三
年
三
月
二
三
日
大
宰
府
解
に
引

　
用
、
『
類
聚
符
宣
抄
』
第
三
）
な
ど
移
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
神
社

　
の
掻
性
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宇
佐
宮
で
は
「
～
、
応
府
国
牒
移
事
。
右
、

　
二
者
可
奉
牒
。
国
者
可
移
。
国
者
返
牒
。
」
（
寛
平
元
年
＝
一
月
二
六
日
宇
佐
八
幡

　
宮
行
事
定
例
文
、
富
落
縁
事
抄
、
「
平
安
遺
文
』
四
五
四
九
号
）
と
、
大
宰
府
に

　
は
牒
、
諸
国
に
は
移
、
と
の
規
定
が
あ
っ
た
。

⑫
長
和
四
年
三
月
四
日
土
野
国
移
（
門
朝
野
千
載
』
巻
筆
二
二
）
。

⑬
寺
牒
の
残
存
例
の
ピ
ー
ク
が
国
辱
よ
り
も
遅
い
の
は
、
国
に
対
し
て
寺
牒
が
出

　
て
も
、
国
か
ら
の
返
牒
は
～
○
世
紀
後
半
以
降
に
な
く
な
る
と
い
う
国
務
形
態
の

　
変
化
と
と
も
に
、
＝
世
紀
に
は
東
大
寺
か
ら
国
へ
の
封
蝋
催
牒
が
火
留
に
残
っ

　
て
い
る
と
い
う
事
情
に
も
よ
る
。
垂
耳
の
機
能
は
時
期
別
・
用
途
別
に
検
討
す
る

　
必
要
が
あ
る
。

⑭
佐
藤
宗
諄
「
「
家
牒
」
の
成
立
」
（
『
平
安
前
期
政
治
史
序
説
隔
、
東
京
大
学
出
版

　
会
、
一
九
七
七
年
）
。

⑮
西
山
良
平
「
家
牒
・
家
符
・
家
使
」
（
～
章
註
⑨
）
。
ほ
か
に
家
牒
や
宅
牒
を
扱

　
つ
た
研
究
に
、
亟
別
府
元
日
「
王
臣
家
牒
の
成
立
と
王
臣
家
の
動
向
に
つ
い
て
」

　
（
『
歴
史
学
研
究
』
四
七
六
、
一
九
八
○
年
）
、
由
本
幸
男
「
八
世
紀
に
お
け
る
王

　
田
家
発
給
文
書
の
検
討
」
（
噌
ヒ
ス
ト
リ
ア
隔
入
九
、
　
～
九
八
○
年
）
、
森
田
悌

　
「
平
安
期
権
勢
家
の
発
給
文
書
」
（
『
金
沢
大
全
教
育
学
部
研
究
上
要
輪
社
会
科
学

　
人
文
科
学
編
二
九
、
一
九
八
一
年
）
、
尾
上
純
一
「
「
家
学
」
と
家
令
制
」
（
一
章

　
諺
⑨
）
が
あ
る
。

⑯
延
喜
二
〇
年
九
月
　
一
日
藤
原
忠
平
家
牒
（
東
寺
文
書
、
「
平
安
遺
文
㎞
二
一

　
七
号
）
。

⑰
時
代
が
下
る
が
院
刻
下
・
女
院
庁
牒
も
衙
式
牒
で
あ
る
。
院
庁
や
女
院
庁
が
国

　
と
互
通
関
係
に
あ
る
と
は
考
え
が
た
い
が
、
こ
れ
ら
が
衙
式
を
と
る
の
は
家
牒
の

　
属
性
を
踏
襲
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
院
庁
牒
の
書
止
を
み
る
と
、
白
河
院
庁

　
牒
は
「
以
牒
」
、
鳥
羽
・
後
白
河
総
量
牒
は
「
故
牒
」
と
な
っ
て
お
り
、
時
代
が

　
下
る
に
つ
れ
て
下
達
調
が
強
め
ら
れ
て
い
る
。

⑱
こ
の
聴
期
に
中
央
か
ら
郡
に
宛
て
た
唯
一
の
牒
が
、
表
一
に
も
あ
げ
た
延
喜
｝

　
五
年
半
月
一
　
日
東
寺
伝
法
供
家
牒
（
東
寺
文
書
、
『
平
安
遺
文
㎞
一
二
二
号
）
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で
あ
る
。
た
だ
～
例
で
あ
る
と
は
い
え
、
私
の
理
解
に
反
す
る
例
で
あ
り
、
ま
た

こ
の
牒
は
従
来
の
国
郡
制
研
究
に
お
い
て
相
反
す
る
評
価
を
受
け
て
い
る
も
の
で

も
あ
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
含
め
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
牒
は
、
丹
波
国
多
紀
郡
に
宛
て
治
田
一
町
二
段
七
二
歩
の
認
定
を
求
め
た

も
の
で
、
奥
に
は
そ
れ
を
承
認
す
る
華
墨
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
同
年
の
一
〇
月
二

二
日
に
は
東
寺
伝
法
供
家
宛
の
丹
波
国
牒
（
東
寺
文
書
、
岡
二
一
三
号
）
が
出
さ

れ
て
い
る
が
、
評
価
が
分
か
れ
て
い
る
の
は
こ
の
二
通
の
開
国
に
つ
い
て
で
あ
る
。

高
田
実
氏
は
、
東
寺
が
国
司
を
無
視
し
て
直
接
郡
に
牒
を
発
給
し
た
、
そ
れ
に
対

し
て
丹
波
国
は
そ
の
郡
判
を
否
定
し
、
改
め
て
国
牒
を
発
給
し
た
の
だ
と
し
て
、

国
に
よ
る
郡
の
機
能
の
吸
収
の
過
程
を
示
す
史
料
と
位
置
づ
け
た
（
「
中
世
初
期

の
国
衙
機
構
と
郡
司
膳
」
、
『
史
学
研
究
』
六
六
、
　
九
六
八
年
）
。
こ
れ
に
対
し

て
高
橋
浩
明
氏
は
、
郡
判
と
国
警
の
内
容
は
同
｝
で
、
論
判
の
否
定
と
は
い
え
な

い
と
し
て
高
田
説
を
批
判
し
、
郡
の
機
能
を
再
評
価
し
て
い
る
（
高
橋
浩
明
「
伊

賀
国
寒
生
牧
相
論
と
十
世
紀
の
郡
司
制
」
、
『
国
史
学
隔
ご
一
＝
、
～
九
八
七
年
）
。

解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
の
は
得
波
国
牒
の
事
書
の
並
立
、
「
牒
、
依
長
虫
九
月
十

一
日
牒
状
、
令
下
塗
在
地
郡
、
…
…
」
の
部
分
で
あ
る
が
、
こ
の
「
衙
九
月
十
一

日
牒
状
」
は
右
の
東
寺
伝
法
供
家
具
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
丹
波
国
に
届
い

て
そ
こ
か
ら
多
紀
郡
に
下
さ
れ
た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
か
ら
、
郡
判
を
う
け
た
九

月
一
一
日
東
寺
伝
法
爪
上
牒
が
国
衙
に
廻
送
さ
れ
、
そ
れ
を
国
司
が
在
地
の
郡
に

下
し
返
し
た
、
と
い
う
高
田
氏
の
解
釈
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
問
題
な
の
は
、

九
月
＝
日
東
寺
伝
法
供
家
庭
が
ま
ず
国
に
届
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多

気
郡
を
宛
所
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
で
は
国
宛
の
牒
が
国
に

届
き
、
国
か
ら
郡
に
命
令
が
下
る
と
い
う
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
や
は

り
異
例
の
文
書
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
郡
の
勘
単
機
能
を
東
寺
側
が
先

取
り
し
て
国
宛
で
あ
る
べ
き
き
牒
を
郡
宛
に
作
り
、
そ
の
結
果
丹
波
国
が
そ
の
ま

ま
多
紀
郡
に
下
し
た
と
い
う
よ
う
な
特
殊
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
解
釈
は
我
な
が
ら
苦
し
い
が
、
し
か
し
中
央
か
ら
郡
に
宛
て
た
牒
は
こ
れ
以

　
外
に
皆
無
で
あ
る
こ
と
は
、
重
ね
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
　
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
郡
宛
の
唯
一
の
牒
と
す
る
高
田
氏
の
認
識
自
体
は
正
し

　
い
も
の
で
あ
る
。
高
橋
氏
は
、
康
保
年
間
の
伊
賀
国
連
生
牧
の
棺
論
の
事
例
を
あ

　
げ
て
こ
れ
を
批
判
す
る
が
、
次
章
で
詳
論
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る

　
文
書
は
牒
で
は
な
い
。
郡
に
対
す
る
直
接
の
命
令
が
現
実
に
あ
る
こ
と
は
高
橋
氏

　
に
賛
成
す
る
も
の
の
、
そ
れ
が
牒
で
は
な
い
文
書
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑲
寛
平
三
年
六
月
一
七
日
太
政
富
符
（
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
九
）
。

⑳
奈
良
時
代
の
「
国
衙
」
の
用
例
は
一
例
（
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
＝
年
七
月
戊

　
子
日
条
）
だ
け
で
、
軍
事
的
防
衛
の
拠
点
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
衙
に
は
兵
営

　
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
日
本
で
は
本
来
こ
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
（
八

　
木
葡
掲
註
②
論
文
。
青
木
和
夫
『
古
代
豪
族
臨
一
〇
〇
頁
、
小
学
館
、
一
九
七
四

　
年
）
。

⑳
国
衙
と
い
う
語
が
牒
の
様
式
に
由
来
す
る
こ
と
は
、
八
木
註
①
論
文
に
指
摘
が

　
あ
る
。
た
だ
し
八
木
氏
が
こ
れ
を
開
式
准
用
の
牒
の
中
で
用
い
ら
れ
た
と
す
る
の

　
は
正
確
で
は
な
い
。
な
お
、
「
国
術
」
が
牒
の
文
薗
か
ら
離
れ
て
使
用
さ
れ
て
い

　
る
の
は
、
寛
仁
二
（
一
〇
一
八
）
年
五
月
一
三
日
善
通
寺
司
解
案
（
東
寺
百
合
文
書
、

　
咽
平
安
遣
文
』
四
八
一
号
）
に
「
請
被
令
聞
国
衙
、
…
…
」
と
あ
る
の
が
早
い
例

　
で
、
さ
ら
に
～
般
化
す
る
の
は
一
一
世
紀
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。

⑫
　
　
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
㎞
（
『
欝
欝
類
従
隔
第
一
輯
）
。

⑬
　
棚
橋
光
男
「
中
世
伊
勢
神
宮
領
の
形
成
」
（
『
申
世
成
立
期
の
法
と
国
家
』
、
塙

　
書
房
、
一
九
八
三
年
、
初
出
一
九
七
五
年
を
改
稿
）
。

⑳
　
長
暦
四
年
六
月
三
ヨ
窟
宣
旨
（
狩
野
亨
吉
氏
所
蔵
文
書
、
隅
平
安
遺
文
』
五
八

　
二
号
）
。
爾
宜
等
の
要
求
は
、
宮
司
か
ら
の
異
議
に
よ
り
「
応
任
神
代
根
元
、
停

　
止
二
宮
神
主
等
移
牒
宮
司
事
」
と
、
結
局
こ
の
官
宣
旨
に
よ
り
否
定
さ
れ
て
い
る
。

⑳
　
芦
田
芳
実
「
中
世
成
立
期
の
国
家
と
農
民
」
（
「
初
期
中
世
社
会
史
の
研
究
』
、
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東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
一
九
六
八
年
）
。
こ
れ
に
対
し
て
高

　
橋
昌
明
氏
は
、
常
陸
国
か
ら
玄
明
に
あ
て
た
「
移
牒
」
を
「
牒
」
の
写
が
「
移
」

　
送
さ
れ
た
も
の
と
解
し
、
そ
の
牒
を
玄
明
よ
り
王
臣
家
負
物
を
収
納
す
べ
き
旨
を

　
記
し
王
臣
家
か
ら
国
衙
宛
に
出
さ
れ
た
家
牒
と
推
定
し
て
、
玄
明
が
何
れ
か
の
王

　
臣
家
の
僕
従
で
あ
る
と
す
る
（
「
将
門
の
乱
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」
『
文
化
史
学
隔

　
二
六
、
｝
九
七
～
年
）
が
、
こ
の
解
釈
に
は
従
い
が
た
い
。

⑳
治
承
五
年
二
月
日
伊
勢
太
神
宮
神
主
週
案
（
紳
宮
雑
書
、
遡
平
安
遺
文
』
三
九

　
五
七
号
）
。

⑳
　
平
氏
軍
制
か
ら
も
自
立
し
た
平
信
兼
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
稲
本
紀
昭
「
曽
薦

　
荘
と
平
信
兼
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
三
四
、
　
一
九
八
二
年
）
、
西
村
隆
「
平
氏

　
「
家
入
」
表
－
平
氏
家
人
研
究
へ
の
基
礎
作
業
I
l
－
」
（
『
日
本
史
論
叢
』
　
｝
○
、

　
　
九
八
三
年
）
参
照
。

⑳
　
石
井
紫
郎
「
合
戦
と
追
捕
－
前
近
代
法
と
自
力
救
済
－
」
（
『
日
本
人
の
国

　
家
生
活
』
、
策
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
、
初
出
は
一
九
七
八
年
）
。

⑳
延
喜
＝
二
年
三
月
二
三
B
・
五
月
一
日
・
八
月
二
九
B
の
藤
原
有
実
家
牒
（
東

　
南
院
文
書
、
岡
平
｛
女
遺
文
』
　
一
一
〇
八
～
一
一
｝
○
口
万
）
。

⑳
延
喜
ご
二
年
一
〇
月
三
日
東
大
壽
解
（
東
南
院
文
書
、
『
平
安
遺
文
隔
二
＝

　
号
）
。

⑪
　
正
暦
二
年
三
月
一
二
日
大
和
国
使
牒
（
東
南
院
文
書
、
「
平
安
遺
文
臨
三
四
七

　
号
）
。

⑳
貞
観
一
〇
年
二
月
二
三
日
筑
前
国
牒
案
・
二
月
二
七
B
観
世
音
寺
牒
（
早
稲
田

　
大
学
所
蔵
文
書
、
「
平
安
遺
文
』
　
一
五
七
・
一
五
八
号
）
な
ど
。

⑳
　
正
暦
二
年
三
月
一
四
日
大
和
国
添
上
郡
牒
・
三
月
一
四
日
大
和
国
使
牒
（
東
南

　
院
文
書
、
　
二
四
九
・
三
五
〇
号
）
な
ど
。

⑭
　
こ
の
時
期
の
訴
訟
制
度
に
つ
い
て
は
、
下
向
井
龍
彦
「
王
朝
国
家
体
制
下
に
お

　
け
る
権
門
聞
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
研
究
』
一
四
八
、
一
九
八
○

　
年
）
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
乎
続
が
き
わ
め
て
職
権
主
義
的
で
あ
る
こ
と

　
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
。

20 （306）

第
三
章
下
文
の
源
流

（㎜

j
　
牒
　
　
と

帖

　
康
保
年
間
（
九
六
四
～
九
六
八
）
、
伊
賀
国
名
張
郡
広
瀬
・
薦
垂
両
輪
の
立
券
申
請
を
行
っ
た
勘
解
由
無
二
藤
原
朝
成
に
対
し
て
、
薦
生
牧
は

東
大
寺
領
会
愚
答
の
四
至
内
で
あ
る
と
主
張
す
る
東
大
寺
と
の
問
で
起
こ
っ
た
紛
争
に
関
す
る
一
連
の
文
書
が
、
院
政
期
の
反
古
文
書
の
紙
背

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
書
写
さ
れ
て
東
大
寺
文
書
の
中
に
残
っ
て
い
る
。
関
連
史
料
は
計
一
三
通
、
そ
の
全
体
に
か
か
る
端
裏
書
に
は
「
今
生
牧
謹
文
案
藤
井
垂
領
王
進
、

自
院
被
下
之
長
寛
三
年
三
月
日
」
と
あ
っ
て
、
相
論
か
ら
二
〇
〇
年
を
経
た
長
寛
三
（
＝
六
五
）
年
、
後
白
河
院
庁
で
の
訴
訟
の
際
に
訴
人
で
あ
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る
藤
井
荘
の
領
主
が
証
拠
文
書
と
し
て
提
出
し
、
院
よ
り
東
大
寺
に
下
さ
れ
た
文
書
群
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
訴
訟
の
論
人
と
な
っ
た
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

大
寺
は
陳
状
を
受
業
へ
提
出
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
こ
の
文
書
群
が
反
古
文
書
の
紙
背
に
写
し
取
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
相
論
に
触
れ
た
研
究
は
多
い
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
相
論
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
相
論
の
過
程
で
藤
原
朝
邸
宅
（
朝
成
は
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

正
四
位
下
で
あ
り
、
朝
成
「
家
」
以
前
の
朝
成
「
宅
」
の
段
階
に
あ
っ
た
）
が
発
給
し
た
文
書
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
章
で
は
、
自
立
し
た
組
織
間
の

互
通
文
書
で
あ
る
衙
七
七
の
機
能
を
検
討
し
た
が
、
本
章
で
は
ま
ず
こ
の
朝
洗
骨
発
給
文
書
を
素
材
に
し
て
、
そ
う
し
た
官
司
間
文
書
体
系
の

枠
組
み
か
ら
い
わ
ば
逸
脱
し
た
文
書
の
存
在
を
指
摘
し
た
い
。
一
連
の
文
書
は
案
文
で
あ
る
が
、
長
寛
の
相
論
に
際
し
て
東
大
寺
側
は
論
駁
の

必
要
上
一
字
～
句
正
確
に
書
写
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
案
文
と
は
い
え
微
細
な
文
書
に
こ
だ
わ
る
以
下
の
考
察
に
も
充
分
に
堪

え
得
る
史
料
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
は
朝
成
宅
発
給
文
書
そ
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
請
文
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
④

中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
部
分
を
す
べ
て
あ
け
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
脱
）

　
A
伊
賀
国
名
張
郡
司
解
　
申
請
勘
由
長
官
殿
御
鮎
事

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
右
、
被
今
月
十
七
日
御
製
今
日
到
来
儒
、
「
件
牧
地
等
、
元
配
転
経
院
議
珍
僧
都
所
領
也
。
漏
話
於
伝
領
宅
既
習
。
僧
野
送
如
件
。
宜
悉
之
。
早
使
者
共

　
　
膀
示
四
至
、
立
券
宅
名
、
可
報
示
其
由
」
者
。
須
郡
謹
製
帖
旨
、
任
所
被
下
公
験
、
定
四
至
難
券
書
上
。
…
…

　
B
大
和
国
山
辺
郡
都
介
郷
刀
禰
等
解
　
申
請
勘
解
由
長
官
御
帖
井
郡
符
事

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
右
、
蒙
殿
今
月
十
七
日
御
帖
到
来
之
儒
、
「
崩
御
牧
地
等
、
元
故
転
経
院
僧
都
所
領
也
。
価
今
伝
領
宅
既
畢
。
伍
帖
送
如
件
。
宜
悉
之
。
与
使
者
共
膀
示

　
　
　
四
至
、
立
券
宅
名
、
可
報
示
其
由
。
以
勿
違
失
」
者
。
又
郡
同
素
二
日
符
到
来
需
、
「
件
御
牧
地
新
牧
地
新
開
治
田
等
、
依
勘
解
由
長
官
殿
御
帖
旨
、
件

　
　
薦
生
・
広
瀬
両
御
牧
、
立
券
彼
殿
御
名
、
言
上
其
由
」
者
。
…
…

　
C
東
大
寺
告
　
伊
賀
国
名
張
郡
司
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不
可
募
寺
家
方
妨
申
勘
解
由
長
官
殿
薦
生
御
牧
事

　
　
右
、
得
彼
殿
今
月
十
日
御
寝
俗
、
「
如
彼
牧
立
苦
使
清
忠
王
井
郡
司
刀
禰
等
勘
文
者
、
件
牧
不
可
入
御
寺
領
。
而
如
清
忠
申
詞
者
、
所
被
差
遣
之
寺
家
使

　
　
所
信
之
詞
虚
無
多
端
。
因
薮
不
能
立
券
」
者
。
寺
家
之
板
露
盤
四
二
有
其
限
。
又
彼
殿
所
領
御
牧
四
至
有
其
限
。
而
煩
有
被
送
遣
彼
殿
御
牒
也
。
…
…

　
D
伊
賀
国
名
張
郡
夏
身
郷
薦
生
村
等
解
申
請
郡
符
事

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
右
、
被
今
月
廿
三
日
丁
霊
同
日
到
来
儒
、
『
飛
島
今
月
十
七
日
御
福
今
日
到
来
俗
、
「
件
牧
任
公
験
可
立
券
之
由
、
帖
送
先
了
。
…
…
伍
馬
副
焼
直
不
妨
之

　
　
由
告
書
、
瞥
見
如
件
。
宜
承
知
之
、
早
立
券
宅
名
、
兼
免
除
牧
内
居
住
浪
人
臨
時
雑
役
。
以
勿
疎
略
」
者
。
又
東
大
寺
今
月
十
五
日
町
僻
、
「
勘
解
由
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
煩
ヵ
）

　
　
官
殿
御
牒
俗
、
…
…
」
者
。
…
…
、
而
頻
有
被
送
遣
彼
殿
御
牒
、
…
…
』
者
。
…
…

　
以
上
四
つ
の
史
料
か
ら
注
目
し
た
い
の
は
、
藤
原
勝
成
宅
発
給
文
書
を
指
す
の
に
「
牒
」
「
帖
」
の
二
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
帖
」
と
い
う
字
は
こ
れ
ま
で
意
に
留
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
「
牒
」
と
特
に
区
別
さ
れ
て
考
え
ら
れ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
か
し

こ
こ
で
は
丁
字
が
併
用
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
（
一
連
の
案
文
は
す
べ
て
同
筆
で
あ
る
）
の
書
き
癖
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
難
い
。
そ
こ
で
原
文
書

の
書
式
が
忠
実
に
写
し
取
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
、
そ
の
用
法
を
比
べ
て
み
よ
う
。

　
A
に
引
用
さ
れ
た
「
勘
解
由
長
官
殿
御
帖
」
は
、
名
張
郡
司
宛
で
あ
る
。
B
望
都
の
「
勘
解
由
長
官
御
帖
」
は
大
和
国
山
辺
郡
司
宛
。
山
辺

郡
符
に
副
え
て
都
介
郷
信
画
角
へ
伝
達
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
郡
司
井
刀
禰
宛
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
C
所
引
「
彼
殿
今
月
十
日

御
輿
」
の
宛
所
は
菓
大
寺
。
D
に
は
寵
遇
の
文
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
名
張
郡
司
宛
の
「
彼
等
今
月
十
七
日
御
牒
」
、
本
文
の
引
用
部

に
は
二
ヶ
所
に
「
帖
」
と
、
こ
こ
だ
け
観
葉
の
混
用
が
あ
る
が
、
文
書
自
体
の
引
用
を
重
視
す
る
な
ら
ば
名
張
郡
司
宛
の
「
帖
」
で
あ
る
。
D

車
引
の
東
大
寺
符
が
さ
ら
に
引
く
「
勘
解
由
長
官
殿
御
牒
」
、
こ
れ
は
東
大
寺
宛
で
、
C
の
「
牒
」
と
同
一
の
も
の
を
指
し
て
い
る
。
朝
成
果

で
は
幾
度
も
郡
司
に
立
券
を
命
じ
、
そ
れ
を
妨
害
す
る
東
大
寺
と
交
渉
し
つ
つ
、
薦
黒
黒
の
立
券
を
画
策
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
、
以

上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
東
大
寺
宛
に
は
「
牒
」
を
、
郡
司
宛
に
は
「
帖
」
を
と
、
両
者
を
確
か
に
使
い
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
D
に
一
字
だ

22 （308）



牒・告書・下文（川端）

け
反
例
が
あ
る
が
、
両
岸
合
わ
せ
て
一
五
文
字
中
の
一
字
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
も
文
書
本
文
の
引
用
部
で
は
な
い
。
両
字
の
区
別
が
あ
る
と
考

え
る
方
が
は
る
か
に
自
然
で
あ
る
。
「
帖
」
と
は
、
郡
司
に
宛
て
る
と
き
に
用
い
ら
れ
た
、
牒
と
は
別
の
文
書
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
右
の
史
料
だ
け
で
は
結
論
を
得
る
に
十
分
で
は
な
い
し
、
す
べ
て
引
用
史
料
だ
か
ら
「
帖
」
の
様
式
を
知
る
た
め
の
手
懸
か
り
に
も
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
『
平
安
遺
文
』
を
検
索
し
て
み
る
と
、
～
○
世
紀
末
か
ら
一
一
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
「
帖
」
の
正
文
（
E
）
、
案
文
（
G
）
、
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

（
F
）
そ
れ
ぞ
れ
一
通
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
（
寛
朝
）

　
E
大
僧
正
房
帖
　
大
和
国
添
上
郡
檜
郷
刀
禰
拝
郡
司

　
　
　
可
立
券
言
上
家
地
壱
処
事
　
副
公
験
壱
通

　
　
　
　
　
使

　
　
帖
、
件
家
地
法
輪
大
法
済
世
買
進
也
。
傍
帖
送
如
件
。
宜
毒
悪
、
早
任
公
験
立
券
書
上
。
認
識
土
風
之
例
、
定
書
面
訴
、
莫
以
忍
口
。
故
帖
。

　
　
　
　
　
（
九
九
四
）

　
　
　
　
正
暦
五
年
二
月
十
一
日

　
　
別
当
大
法
師
「
深
覚
」
　
　
　
　
　
　
院
司
法
師

　
　
勾
当
威
儀
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
師
「
成
誉
」

　
　
　
　
威
儀
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
師

　
　
　
　
大
法
師
「
成
教
」

　
F
金
剛
峯
寺
帖
　
伊
都
・
那
賀
・
有
多
三
箇
郡
司
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
可
任
道
理
、
糺
行
寺
領
志
賀
・
長
谷
・
毛
無
原
・
阿
手
河
等
郷
々
雑
事
状

　
　
　
帖
、
件
山
河
内
郷
々
、
建
立
大
師
従
寺
家
建
立
其
時
、
所
被
定
置
四
至
内
語
。
自
爾
以
降
、
専
他
雑
事
所
不
負
也
。
及
末
代
人
々
妨
方
出
来
、
建
立
大
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
察

　
　
　
御
置
手
巳
相
違
也
。
（
中
略
）
郡
直
濡
等
家
厳
状
、
無
他
妨
等
張
相
接
寺
家
舛
造
大
塔
所
雑
事
。
敢
勿
致
温
容
。
故
帖
。

　
　
　
　
　
（
一
〇
〇
八
）

　
　
　
　
寛
弘
五
年
十
月
廿
七
日
　
　
都
維
那
法
師

　
　
　
座
主
僧
正
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別
当
阿
闇
梨

　
上
座
大
法
師

　
寺
主
大
法
師

　
（
雅
　
慶
）
　
案
文
　
　
　
　
　
　
（
上
＞

G
法
務
大
僧
正
房
帖
大
和
国
添
口
郡
司
［

　
　
応
早
任
本
公
験
舛
神
主
幹
高
等
寄
進
文
、
［

　
　
　
副
本
公
験
拝
調
度
文
書
等

　
　
　
　
使
威
儀
師
　
従
儀
師
雲
晴

　
帖
、
賊
将
公
験
等
、
依
幹
高
子
目
掌
也
。
任
文
書
道
理
井
口
土
風
例
□
状
、

　
　
　
寛
弘
八
年
十
二
月
［
口
口
H
目

　
　
　
　
（
専
脱
力
）

　
別
当
酒
寺
当
大
法
師

　
　
　
威
儀
師

　
　
　
威
儀
師

　
　
　
　
　
　
　
　
（
判
）

　
　
　
威
儀
師
　
在
目

　
　
　
大
法
師

　
勾
当
大
法
師
　
在

　
行
事
大
法
師
　
在

　
　
　
大
法
師

帖
送
情
炎
。
郡
司
刀
禰
宜
承
知
□
。
故
帖
。
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こ
れ
ら
三
通
の
「
帖
」
を
み
る
と
、
大
寺
院
、
ま
た
は
有
力
僧
の
家
政
機
関
を
差
出
と
し
、
い
ず
れ
も
朝
成
宅
「
帖
」
と
同
じ
く
郡
司
ま
た

は
郡
司
・
刀
禰
を
宛
先
と
す
る
。
な
か
で
も
貴
重
な
の
は
唯
一
の
「
帖
」
の
正
文
で
あ
る
E
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
G
と
と
も
に
便
田
の
立
券
を
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郡
司
・
刀
禰
に
命
じ
た
も
の
で
あ
り
、
朝
成
宅
「
帖
」
と
同
様
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
F
は
所
領
四
至
聖
の
郷
司
が
造
大
塔
所
雑
事
を
務

め
る
べ
き
こ
と
を
金
剛
峯
寺
が
三
郡
の
郡
司
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
国
に
対
し
て
牒
を
送
り
、
そ
れ
を
請
け
て
国
符
が
郡
司
に
下
さ
れ
る
と

い
う
の
が
、
官
物
免
除
な
ど
の
際
に
と
ら
れ
る
手
続
で
あ
る
が
、
二
成
宅
「
帖
」
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
「
帖
」
は
、
い
ず
れ
も
私
領
立
券
や
雑

役
に
関
す
る
命
令
的
意
志
を
、
国
の
頭
越
し
に
直
接
郡
司
・
刀
禰
に
伝
達
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
注
意
し
た
い
の
は
様
式
の
点
で
、
い
ず
れ
も
宛
先
に
「
衙
」
の
墨
字
が
な
く
、
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
必
ず
「
衙
」
字
を
付
す
互

通
牒
と
は
異
質
の
文
書
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
文
末
に
も
「
乞
也
衙
察
之
…
…
」
と
い
う
よ
う
な
牒
特
有
の
文
雷
を
も
た
な
い
。
書

止
は
す
べ
て
「
故
帖
」
で
、
下
達
調
を
も
つ
。
千
成
宅
「
帖
」
に
対
し
て
郡
司
等
が
上
申
文
書
の
解
に
よ
る
請
文
で
癒
じ
て
い
た
こ
と
も
、

「
帖
」
が
互
通
牒
と
は
異
な
る
下
達
文
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
、
藤
原
豊
成
宅
「
帖
」
お
よ
び
右
の
三
通
の
「
帖
」
の
検
討
か
ら
、
「
帖
」
は
一
〇
世
紀
末
か
ら
一
一
世
紀
頃
に
非
所
管
の
在
地
郡
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

以
下
へ
の
命
令
下
達
文
書
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
、
牒
と
は
別
の
文
書
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
二
）
帖
と
告
書

　
貴
族
や
大
寺
院
の
家
政
機
関
か
ら
郡
司
に
直
接
宛
て
た
文
書
と
い
う
と
、
ほ
か
に
告
書
と
い
う
文
書
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
現
存

す
る
告
書
は
二
例
し
か
な
い
が
、
す
で
に
部
分
的
に
引
用
し
た
薦
生
牧
に
関
す
る
前
掲
C
の
史
料
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
藤
原
朝
成
書
か
ら
の

要
請
を
う
け
て
、
寺
家
の
威
を
募
っ
て
朝
成
宅
の
立
券
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
東
大
寺
が
名
張
郡
司
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
文
書
様

式
を
み
る
た
め
に
改
め
て
次
に
引
用
す
る
が
、
寺
判
が
年
月
日
の
前
に
く
る
と
い
う
公
式
令
符
式
を
援
用
し
な
が
ら
、
「
符
」
を
「
告
」
で
も

っ
て
代
え
た
、
特
異
な
文
書
で
あ
る
。

　
　
東
大
寺
告
　
伊
賀
国
名
張
郡
司

　
　
　
不
可
募
寺
家
事
妨
申
勘
解
由
長
官
殿
薦
生
牧
事
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右
、
得
彼
殿
今
月
十
日
御
牒
俗
、
（
中
略
）
　
循
所
仰
如
件
。
宜
承
知
、
不
可
募
申
等
椿
油
由
、
不
得
疎
略
。
宮
盛
。

　
　
別
当
少
僧
都
　
　
　
　
　
　
都
維
那

　
　
上
　
座
　
　
　
　
　
　
　
　
目
　
代

　
　
寺
　
主

　
　
権
寺
主

　
　
　
康
保
元
年
十
一
月
十
五
日

　
告
書
の
初
見
は
承
和
八
（
八
四
一
）
年
二
月
＝
日
の
淳
和
院
政
所
告
書
で
あ
り
、
時
を
隔
て
て
　
○
世
紀
末
か
ら
　
一
世
紀
前
半
に
か
け

て
再
び
史
料
上
に
現
れ
る
。
こ
の
時
期
の
告
書
の
唯
一
の
実
例
が
右
の
東
大
寺
政
所
告
書
案
で
、
そ
の
ほ
か
上
級
貴
族
の
政
所
か
ら
出
さ
れ
た

告
書
が
数
例
、
こ
れ
は
す
べ
て
他
史
料
の
引
用
か
ら
知
ら
れ
る
。
引
用
例
を
も
含
め
た
告
書
の
一
覧
が
表
二
で
あ
る
。
菊
池
武
雄
氏
の
丹
念
な

検
討
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
そ
の
基
本
的
な
性
格
を
ま
と
め
る
と
、
告
書
と
は
、
ω
公
式
令
符
式
の
書
式
を
援
用
し
、
田
印
な
く
、
「
符
」

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
告
」
と
し
た
文
書
で
、
②
そ
の
発
給
者
は
大
寺
か
上
級
貴
族
の
政
所
、
㈹
受
信
者
は
ほ
と
ん
ど
が
発
給
者
の
管
轄
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
在
地
郡
司
、
働
内
容
は
私
領
の
立
券
や
臨
時
雑
役
の
免
除
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
㈲
～
紛
の
点
は
、
本
章
で
検
討
し
て
き
た
帖

に
も
そ
の
ま
ま
該
当
す
る
。
ω
の
様
式
は
帖
と
は
異
な
る
が
、
符
式
の
援
用
は
下
達
調
の
表
現
と
い
え
る
か
ら
、
そ
の
効
果
と
し
て
は
共
通
す

る
点
が
あ
る
。

　
告
書
の
実
例
、
引
用
例
は
菊
池
氏
の
指
摘
に
あ
る
事
例
に
尽
き
る
が
、
他
に
も
告
書
と
い
う
文
書
名
が
み
え
る
史
料
が
あ
る
の
で
、
補
足
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
お
こ
う
。
ま
ず
、
最
近
紹
介
さ
れ
た
『
法
曹
類
林
口
残
巻
に
あ
る
石
帯
の
盗
難
事
件
に
関
す
る
貞
元
二
（
九
七
七
）
年
の
法
家
問
答
の
中
に

次
の
よ
う
に
あ
る
の
が
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
　
干
時
甲
副
丙
之
並
進
日
記
申
文
、
経
聖
壇
検
非
違
使
庁
及
本
家
中
、
愚
母
告
書
中
丁
之
在
地
刀
輔
手
持
返
之
由
。
而
刀
禰
（
後
堤
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
盗
ま
れ
た
石
帯
を
取
り
返
す
た
め
に
、
甲
は
検
非
違
使
と
本
家
に
提
訴
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
犯
人
丁
の
在
地
言
上
に
「
符
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牒・告書・下文（川端）

告
書
を
下
し
」
て
（
ま
た
は
「
告
書
を
下
品
し
て
」
）
石
帯
を
糺
返
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
し
て
告
書
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
諸
国
申
請
雑
事
定
に
お
け
る
摂
津
熔
解
の
一
条
に
も
告
書
が
み
え
る
。

　　

@
一
・
応
停
止
神
社
仏
寺
讐
王
臣
家
・
不
着
国
譲
帯
符
．
翠
巌
書
・
購
入
部
内
庄
園
・
冤
陵
郡
内
百
姓
鞠

こ
こ
で
も
在
地
に
対
す
る
命
令
文
書

こ
の
史
料
は
鎌
倉
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
儀
式
化
し
た
雑
事
定
の
国
解
の
内
容
は
古
態
を
保
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
往
時
の
摂
津

国
で
の
実
態
を
物
語
る
と
み
て
よ
い
。
社
寺
や
院
宮
王
臣
家
が
国
司
を
無
視
し
て
在
地
へ
介
入
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

み
る
と
告
書
は
符
や
牒
と
並
ん
で
　
　
と
い
う
よ
り
も
私
の
考
え
か
ら
い
え
ば
告
書
こ
そ
が
一
そ
の
直
接
の
在
地
支
配
の
手
段
た
る
役
割
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

果
た
し
て
い
る
。
＝
世
紀
半
ば
以
降
に
そ
の
使
用
は
急
速
に
途
絶
し
、
そ
の
結
果
一
二
世
紀
に
は
告
書
と
い
う
名
さ
え
忘
れ
さ
ら
れ
て
い
る

が
、
右
の
よ
う
な
史
料
を
み
る
な
ら
ば
、
告
書
は
残
存
数
か
ら
想
像
さ
れ
る
以
上
に
普
及
し
て
い
た
文
書
で
あ
っ
た
と
考
え
な
い
わ
け
に
は

　
　
表
二
　
告
　
　
　
書

年
　
月
　
B

文
　
書
　
名

宛
　
　
　
所

内
　
　
　
容

典
拠
・
醗
用
史
料

a
承
和
八
（
八
璽
）
二
一
・
＝

◎
淳
和
院
政
所
告
書
案

越
中
国
諸
庄
別
当
文
室
長
主

浪
人
を
勘
定
し
申
上
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
る

東
大
寺
文
書
（
平
六
八
）

b
康
保
元
（
九
六
四
Y
…
＝
五

◎
東
大
寺
政
所
告
書

伊
賀
国
名
張
郡
司

東
大
寺
文
書
（
平
…
天
一
）

c
天
禄
元
（
九
七
〇
Y
五
出
O
　
　
一
乗
九
七
一
Y
五
・
一
三

「
右
大
臣
殿
政
所
御
告
書
」
（
藤
原
伊
界
）

（
伊
賀
国
晦
拝
郡
司
）

伊
賀
国
湯
船
荘
の
立
券
を
命
じ
る

天
禄
畢
蔦
二
三
伊
賀
国
里
拝
郡
司
猛
風
に
引
用
（
東
大
寺
文
書
平
三
〇
四
）

d
長
元
七
（
δ
茜
Y
1
・
1
贋
権
大
納
言
殿
御
告
書
」
（
藤
原
長
家
9
頼
宗
・
能
信
）

（
山
城
国
紀
伊
郡
司
）

山
城
国
石
原
荘
の
臨
時
雑
役
等
免
除
を
命
じ
る

長
元
元
・
八
・
瓢
山
城
国
紀
伊
郡
司
解
に
引
用
（
神
田
喜
～
郎
氏
所
蔵
文
書
平
豊
証
）

e
長
久
光
（
δ
四
〇
Y
…
・
…

「
長
久
元
年
告
轡
」
（
某
家
）

（
摂
津
国
辱
美
郷
刀
調
力
）

山
城
国
用
原
畠
の
立
券
を
命
じ
る

延
久
四
・
九
・
瓢
太
政
官
牒
小
引
の
刀
爾
誓
文
に
引
用
（
石
清
水
田
中
家
文
書
平
δ
全
）

f
長
久
四
（
δ
雲
Y
…
二
・
一
九

「
按
察
大
納
言
殿
政
所
御
告
書
」
（
源
師
房
）

（
山
城
国
乙
訓
郡
司
）

山
城
国
長
岡
荘
の
臨
時
雑
役
等
免
除
を
命
じ
る

長
久
囚
文
談
天
山
城
国
乙
訓
郡
空
解
に
引
用
（
神
田
喜
一
郎
氏
所
蔵
文
轡
平
窯
六
）

※
文
書
名
欄
の
◎
は
正
文
・
案
文
が
現
存
す
る
も
の
を
示
す
。
他
史
料
の
中
に
み
え
る
も
の
は
、
史
料
申
の
表
記
の
ま
ま
「
　
」
で
示
し
た
。
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い
か
な
い
の
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
そ
の
所
見
例
が
畿
内
・
近
国
に
限
ら
れ
る
と
い
う
地
域
性
は
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
）
。

　
以
上
、
帖
・
告
書
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
中
央
の
大
寺
院
、
貴
族
、
ま
た
は
有
力
僧
の
家
政
機
関
か
ら
在

地
の
郡
司
・
刀
禰
に
宛
て
て
、
国
を
超
越
し
て
発
給
さ
れ
る
命
令
下
達
文
書
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
発
給
者
か
ら
み
て
、
郡

司
・
刀
禰
は
牒
の
対
象
と
し
て
は
下
位
に
過
ぎ
る
。
し
か
し
符
は
所
轄
関
係
に
あ
る
者
に
対
す
る
命
令
下
達
文
書
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
被
管
に

あ
ら
ざ
る
在
地
司
に
対
す
る
非
公
式
の
命
令
文
書
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
が
、
帖
・
告
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
貴
族
の
家
か
ら
の
発
給
例
を
み
る
と
、
宅
の
文
書
と
し
て
は
帖
、
家
の
文
書
と
し
て
は
告
書
が
使
わ
れ
て

お
り
、
告
書
の
方
が
格
の
高
い
文
書
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
前
掲
E
・
G
の
帖
を
発
給
し
て
い
る
の
は
、
翰
墨
・
雅
慶
と

い
う
い
ず
れ
も
大
僧
正
の
房
で
あ
る
。
史
料
的
な
制
約
も
大
き
く
、
厳
密
な
区
別
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
の
で
断
定
は
避
け
た

い
。

　
告
書
の
起
源
を
な
す
の
は
、
文
書
木
簡
や
正
倉
院
文
書
に
み
え
る
告
と
い
う
名
の
文
書
で
あ
ろ
う
。
早
川
庄
八
氏
に
よ
る
と
、
五
例
の
告
の

う
ち
四
例
が
下
達
文
書
で
、
位
署
と
年
月
日
の
位
置
関
係
か
ら
み
る
と
位
署
が
前
に
あ
る
符
系
統
の
も
の
と
、
年
月
日
が
前
に
く
る
牒
系
統
の

　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
の
が
あ
る
。
菊
池
氏
に
よ
る
と
、
告
書
の
さ
ら
な
る
淵
源
は
中
国
六
朝
に
あ
る
と
い
う
が
、
一
方
の
帖
に
つ
い
て
も
、
唐
代
の
中
国
に
公
式

令
外
の
文
書
と
し
て
の
帖
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
西
域
出
土
の
帖
を
整
理
し
た
荒
川
正
晴
氏
は
、
帖
は
下
達
文
書
で
、
紀
年

が
省
略
さ
れ
る
な
ど
官
文
書
と
し
て
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
が
、
官
民
を
問
わ
ず
に
柔
軟
に
出
せ
る
性
格
を
も
ち
、
民
間
の
世
界
に
深
く
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

か
わ
る
文
書
で
あ
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
帖
の
性
質
を
考
え
る
上
で
も
示
唆
に
富
み
、
そ
の
系
譜
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
が
、
告
に
せ
よ
帖
に
せ
よ
、
日
唐
双
方
の
公
式
令
に
は
規
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
し
か
し
「
公
式
様
」
文
書
の
裏
側

に
確
か
に
存
在
し
た
非
公
式
の
文
書
で
あ
る
。
官
司
間
文
書
の
体
系
と
い
う
理
念
に
基
づ
く
文
書
授
受
の
世
界
の
裏
に
は
、
こ
う
し
た
非
公
式

の
命
令
文
書
が
潜
在
、
伏
流
し
て
い
た
。
そ
れ
が
所
管
に
あ
ら
ざ
る
在
地
司
に
対
す
る
命
令
下
達
文
書
と
し
て
、
貴
族
や
寺
院
の
在
地
支
配
の

手
段
と
な
っ
て
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。
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牒・告書・下文（粥端）

　
さ
て
、
は
じ
め
に
取
り
上
げ
た
伊
賀
国
章
生
牧
の
相
論
は
、
一
〇
世
紀
の
国
郡
制
を
考
え
る
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
事
例
で
あ
る
。

高
橋
浩
明
氏
は
、
こ
の
相
論
で
は
藤
原
朝
成
宅
や
東
大
寺
が
郡
司
と
直
接
連
絡
を
と
っ
て
お
り
、
国
や
太
政
官
の
介
入
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

注
冒
し
、
相
論
を
主
導
す
る
郡
司
の
役
割
を
重
視
し
て
一
〇
世
紀
の
郡
司
制
の
再
評
価
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、
立
券
を
求
め
ら
れ
た
名
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

郡
司
が
「
令
須
殿
与
彼
御
寺
理
非
相
定
被
下
之
日
、
立
券
将
言
上
」
、
山
辺
郡
司
と
と
も
に
立
令
す
べ
き
立
場
に
あ
る
都
暴
露
刀
禰
も
「
但
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

論
～
定
後
、
将
立
券
雷
上
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
相
論
の
解
決
は
結
成
と
東
大
寺
の
交
渉
次
第
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
待
っ
て
動
く
郡
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
姿
勢
は
職
権
的
と
は
み
な
し
が
た
い
。
む
ろ
ん
郡
司
勘
申
の
意
味
は
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
相
論
か
ら
ま
ず
重
視
す
べ
き
は
国
を
超
越
し
て

直
接
郡
司
を
指
揮
せ
ん
と
す
る
東
大
寺
や
朝
成
宅
の
権
威
で
あ
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
が
帖
や
告
書
と
い
っ
た
非
公
式
様
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
権
門
の
発
す
る
「
下
文
」
の
前
身
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
下
文
と
は
「
上
級
の
機
関
ま
た
は
人
間
が
下
級
の
機
関
ま
た
は
人
間
に
下
付
す
る
非
公
式
様
文
書
の
一
形
式
」
で
、
そ
の
下
付
対
象
と
な
る

範
囲
は
、
＝
般
に
公
式
様
文
書
の
よ
う
に
管
轄
被
管
に
限
定
さ
れ
る
と
は
い
え
ず
、
発
給
者
が
何
ら
か
の
意
味
で
下
付
対
象
と
し
得
る
広
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

範
囲
の
機
関
ま
た
は
人
品
を
対
象
と
し
て
い
た
」
。
下
文
の
用
途
は
広
い
が
、
一
一
世
紀
中
葉
に
な
っ
て
現
れ
る
諸
家
政
所
下
文
、
そ
れ
に
続

く
院
庁
下
文
は
、
多
く
郡
司
や
在
庁
宮
人
に
直
接
宛
て
ら
れ
、
彼
ら
に
対
す
る
命
令
を
重
要
な
一
機
能
と
し
て
も
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
明
ら
か

に
し
た
前
代
の
告
書
や
帖
の
存
在
は
、
そ
の
前
提
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
帖
や
告
書
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
符
の
機
能
と
も
合
流
し
て
下
文

の
中
に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
歴
史
的
役
割
を
終
え
て
発
展
的
に
解
消
す
る
の
で
あ
る
。

①
欄
大
日
本
感
文
書
家
わ
け
第
十
八
束
大
審
触
雷
雲
箔
』
に
「
名
張
郡
薦
生

　
雲
量
文
案
」
（
八
号
）
と
　
括
し
て
収
載
。

②
黒
田
日
出
男
「
板
蝿
杣
・
薦
生
牧
と
四
至
」
（
『
日
本
中
世
開
発
史
の
研
究
隔
、

　
校
倉
書
房
、
　
九
八
四
年
、
初
出
は
一
九
七
八
こ
口
は
、
こ
の
文
書
群
の
伝
来
に

　
つ
い
て
、
束
大
寺
が
都
合
の
悪
い
文
書
を
回
収
す
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
証
文
案
を

　
獲
得
し
た
と
す
る
。
し
か
し
端
裏
書
を
素
直
に
読
め
ば
、
こ
の
文
書
群
は
も
と
も

　
と
藤
井
荘
領
主
が
院
に
提
訴
し
た
際
の
副
進
文
書
で
、
合
帯
か
ら
東
大
寺
に
対
し

　
て
陳
弁
を
求
め
て
下
付
さ
れ
た
も
の
の
写
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

　
五
味
文
彦
門
儒
者
・
武
者
及
び
悪
僧
」
（
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
、
山
川
嵐
版
社
、

　
　
九
八
四
年
、
初
出
は
一
九
八
一
コ
口
を
参
照
。

③
宅
に
つ
い
て
は
、
岩
橋
小
弥
太
「
宅
司
考
」
（
『
上
代
官
職
制
度
の
研
究
㎞
、
吉

　
州
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）
、
宅
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
西
山
良
平
「
家
牒
・
家
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符
・
家
使
」
（
～
章
註
⑨
）
を
参
照
。

④
　
典
拠
は
以
下
の
通
り
。
A
康
保
元
年
九
月
二
三
日
伊
賀
国
名
張
郡
司
解
案
、
B

　
康
保
元
年
九
月
二
五
日
大
和
国
都
介
郷
刀
輔
等
解
案
、
C
康
保
元
年
…
一
月
一
五

　
日
東
大
寺
告
書
案
、
D
康
保
元
年
二
月
二
三
日
伊
賀
国
夏
見
郷
薦
生
村
刀
欄
請

　
文
案
（
東
大
寺
文
書
、
咽
平
安
遺
文
』
二
七
八
・
二
七
九
・
二
八
一
・
二
八
二
号
）
。

⑤
典
拠
は
以
下
の
通
り
。
E
正
暦
五
年
二
月
＝
日
大
僧
正
当
朝
鰐
帖
（
関
戸
守

　
彦
氏
所
蔵
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
三
五
八
号
）
、
F
寛
弘
五
年
一
〇
月
二
七
日
金
翻

　
峯
寺
帖
写
（
金
翻
訳
寺
雑
文
、
同
四
四
八
号
）
、
G
寛
弘
八
年
＝
～
月
日
法
務
大

　
僧
正
雅
冷
房
帖
案
（
東
大
寺
文
轡
、
同
四
六
〇
号
）
。

⑥
帖
を
牒
と
は
別
の
文
書
だ
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
な
お
異
論
が
あ
ろ
う
か
と

　
思
う
の
で
、
補
足
し
て
お
き
た
い
。

　
　
二
世
紀
初
頭
ま
で
の
帖
の
実
例
は
本
文
に
あ
げ
た
例
に
尽
き
る
が
、
他
史
料

　
中
に
帖
の
名
が
み
え
る
も
の
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
筑
前
観
世
音
寺
か

　
ら
前
高
子
内
親
王
家
領
（
の
ち
に
内
蔵
寮
領
）
博
太
荘
へ
「
今
年
三
月
甘
三
日

　
帖
」
　
・
　
「
A
コ
月
十
一
日
帖
」
（
」
貝
㎞
観
九
年
一
二
月
一
＝
ハ
日
宵
阿
子
内
翻
親
王
家
伸
細
細
蔵
乗
・

　
同
一
〇
年
一
〇
月
一
二
日
内
蔵
寮
領
博
太
荘
甲
案
、
早
稲
田
大
学
所
蔵
文
書
、

　
『
平
安
遺
文
』
　
一
五
四
・
一
六
〇
号
）
が
下
さ
れ
て
い
る
。
延
喜
一
一
年
四
月
一

　
一
日
東
大
寺
上
座
慶
賛
愁
状
の
刀
禰
証
判
（
薬
師
院
文
書
、
同
二
〇
六
号
）
に

　
「
条
司
拝
撃
爾
尊
霊
都
下
帖
也
鳳
と
あ
る
の
は
大
和
国
添
上
郡
司
か
ら
粂
小
刀
調

　
に
対
す
る
帖
、
寛
弘
九
年
の
三
月
二
五
日
大
僧
正
雅
慶
書
状
（
久
原
文
庫
文
書
、

　
同
四
六
五
号
）
に
「
悪
路
在
地
郡
司
楯
心
髄
之
由
、
…
…
」
と
あ
る
の
は
御
慶
房

　
か
ら
添
上
郡
司
へ
の
帖
で
あ
ろ
う
。
寛
和
三
年
二
月
　
三
日
添
上
郡
大
鷲
中
郷
刀

　
雪
年
解
（
関
戸
守
彦
氏
所
蔵
文
書
、
同
三
二
六
号
）
は
、
東
大
寺
別
当
寛
冷
房
か

　
ら
の
「
今
月
十
一
日
歯
偏
の
請
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
引
用
過
程
で

　
門
牒
」
と
混
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
が
、
し
か
し
「
帖
」
宇
が
使
わ
れ
て
い

　
る
も
の
に
は
い
ず
れ
も
在
地
に
対
す
る
命
令
文
書
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
ま
た

　
寛
平
元
年
＝
万
二
六
日
宇
佐
八
幡
窟
行
事
例
定
文
（
宮
事
縁
抄
宇
佐
部
、
岡
四

　
五
四
九
号
）
の
「
一
、
応
三
宮
検
非
違
使
召
糺
諸
国
窟
人
愁
事
」
に
は
「
検
非
違

　
使
令
帖
遠
近
、
弁
糺
於
盗
犯
…
…
」
と
、
検
非
違
使
が
「
遠
近
」
に
は
「
帖
」
す

　
る
と
さ
れ
て
い
て
、
同
史
料
中
の
宇
佐
宮
と
大
宰
府
の
授
受
文
書
の
規
定
に
は

　
「
牒
」
と
あ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
長
保
五
年
八
月
～
九
日
宇
佐
宮
司
等
解
案

　
（
隅
、
同
四
五
九
九
号
）
に
も
「
傍
為
後
日
備
、
宮
無
理
両
郡
、
…
…
」
と
、
郡

　
に
対
し
て
は
「
帖
送
」
す
べ
き
旨
が
み
え
、
宇
佐
宮
で
は
在
地
に
対
す
る
や
や
軽

　
微
な
命
令
文
書
を
世
羅
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　
こ
の
ほ
か
に
も
「
帖
」
の
掌
は
散
見
す
る
が
、
中
に
は
明
ら
か
に
「
牒
」
と
混

　
用
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
両
字
は
音
も
通
じ
る
た

　
め
に
混
同
さ
れ
易
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
と
し
て
は
や
は
り
こ
の
時
期
の

　
「
帖
」
の
正
文
・
案
文
・
三
尊
三
通
（
E
・
F
・
G
）
す
べ
て
が
様
式
上
牒
と
は

　
明
ら
か
に
異
な
る
文
書
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の
機
能
に
は
共
通
性
が
あ
り
、

　
そ
れ
が
朝
潮
宅
「
帖
」
を
始
め
と
す
る
引
用
例
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
重

　
視
し
た
い
。
た
だ
し
一
二
世
紀
以
降
に
み
ら
れ
る
「
帖
」
に
は
以
上
の
説
明
が
当

　
た
ら
な
い
例
も
あ
り
（
こ
の
時
期
の
帖
は
、
咽
平
安
遺
文
』
二
蕊
九
七
・
三
一
六

　
三
・
三
四
〇
一
号
、
門
鎌
倉
遺
文
』
三
五
四
・
八
四
二
号
な
ど
）
、
難
字
の
区
別
も

　
曖
昧
に
な
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

⑦
菊
池
武
雄
「
日
本
の
「
告
書
」
に
つ
い
て
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
～

　
三
、
一
九
七
九
年
）
。
以
下
、
菊
池
氏
の
見
解
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

⑧
西
岡
芳
文
「
金
沢
文
庫
新
出
の
『
法
曹
類
林
』
残
巻
に
つ
い
て
」
（
『
金
沢
文
庫

　
研
究
』
二
九
二
、
一
九
九
四
年
）
。

⑨
正
　
兀
二
年
四
月
＝
二
日
太
政
官
符
穿
（
『
壬
生
家
文
書
』
七
…
一
九
三
三
号
、

　
『
妙
別
記
㎞
中
日
条
に
も
引
用
）
。
同
文
の
摂
津
国
解
は
『
心
置
記
㎞
永
仁
元
年

　
八
月
五
日
中
に
も
あ
り
、
儀
礼
化
し
た
摂
津
塩
煮
の
定
型
文
言
で
あ
っ
た
こ
と
が

　
わ
か
る
。
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牒・告書・下文（川端）

⑩
長
寛
三
年
四
月
日
東
大
寺
三
綱
等
陳
状
土
代
（
東
大
寺
文
書
、
『
平
安
遺
文
』

　
三
三
四
九
・
三
八
藻
五
号
。
噌
平
安
遺
文
恥
の
両
通
が
連
結
す
る
こ
と
は
、
五
味

　
註
②
前
掲
論
文
の
指
摘
に
よ
る
）
は
康
保
元
年
の
東
大
寺
政
所
告
書
に
触
れ
、

　
「
告
書
」
に
「
時
牒
状
」
と
の
注
記
を
付
し
て
い
る
。
＝
一
世
紀
の
段
階
で
告
書

　
は
す
で
に
消
滅
し
、
も
は
や
忘
れ
ら
れ
た
文
書
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑪
　
早
川
庄
八
「
公
式
様
文
書
と
文
書
木
簡
」
（
一
章
註
④
）
。
中
野
淳
之
「
諸
家
政

　
所
下
文
の
発
生
と
機
能
i
公
家
権
力
の
～
側
面
丁
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
九
八
、

　
一
九
八
三
年
）
も
、
八
世
紀
の
告
と
告
書
の
関
係
に
触
れ
て
い
る
。

⑫
前
掲
註
⑦
菊
池
論
文
は
未
完
の
遺
稿
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
メ
モ
に
は
「
告
書

　
な
る
名
辞
は
中
国
六
朝
時
代
の
梁
・
陳
・
階
制
の
公
文
書
の
名
称
の
う
ち
（
諸
王

　
の
世
子
、
そ
の
王
国
を
摂
政
す
る
時
、
管
下
掛
官
に
下
す
命
令
書
を
「
吉
」
と
い

　
う
）
か
ら
借
用
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
見
通
し
が
記
さ

　
れ
て
い
る
。

⑬
荒
川
正
晴
「
ク
チ
ャ
出
土
「
孔
図
司
文
書
隔
孜
」
（
『
古
代
文
化
隔
四
九
…
三
、

　
一
九
九
七
年
）
。
な
お
中
国
に
お
け
る
結
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
内
藤
乾
吉
氏
が

　
「
帖
と
い
う
文
字
は
当
時
の
文
書
に
屡
々
見
え
る
が
、
符
と
か
牒
な
ど
よ
り
は
軽

　
い
略
式
の
文
書
の
様
で
あ
る
」
と
し
（
門
洒
域
発
見
唐
代
官
文
香
の
研
究
」
、
『
中

　
国
法
軍
門
考
讃
』
、
有
斐
閣
、
一
九
六
三
年
）
、
中
村
裕
～
氏
も
署
帖
」
と
「
牒
」

　
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
両
者
は
同
｝
で
な

　
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
述
べ
（
「
唐
代
官
文
書
研
究
の
意
義
と
課
題
」
、

　
『
唐
代
官
文
書
研
究
職
、
中
出
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
、
唐
公
式
令
に
も
規
定
の

　
な
い
砧
の
存
在
を
認
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
土
日
双
方
の
公
式
令
に
は
な
い
、

　
し
か
し
広
く
社
会
的
に
行
わ
れ
て
い
た
文
書
を
含
め
た
文
書
シ
ス
テ
ム
の
受
容
を

　
検
討
す
る
こ
と
は
、
古
代
古
文
書
学
の
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

⑭
延
喜
五
年
八
月
二
五
日
太
政
官
符
（
『
類
聚
三
代
格
㎞
巻
一
九
）
。

⑮
高
橋
浩
明
「
伊
賀
国
薦
生
牧
相
論
と
十
世
紀
の
郡
司
制
」
（
二
章
註
⑱
）
、
「
国

　
郡
制
支
配
の
特
質
と
古
代
社
会
」
（
門
歴
史
学
研
究
』
六
五
…
、
一
九
九
三
年
）
。

　
本
稿
で
は
文
書
の
発
給
者
の
検
討
ま
で
に
問
題
を
限
定
し
た
が
、
帖
や
告
書
の
出

　
現
は
、
そ
の
命
令
の
受
け
皿
と
な
る
在
地
構
造
の
変
質
と
も
か
か
わ
る
問
題
で
あ

　
る
。
近
年
盛
ん
な
九
よ
○
世
紀
の
国
郡
機
構
を
め
ぐ
る
議
論
と
の
関
連
は
今
後

　
を
期
し
た
い
。

⑯
康
保
元
年
九
月
半
＝
百
伊
賀
国
名
張
郡
司
解
案
（
東
大
寺
文
書
、
『
平
安
遺
文
』

　
二
七
八
号
）
。

⑰
康
保
元
年
九
月
二
五
臼
大
和
国
都
介
郷
刀
禰
等
解
案
（
東
大
寺
文
書
、
『
平
安

　
遺
文
隔
二
七
九
号
）
。

⑱
佐
藤
泰
弘
「
立
券
荘
号
の
成
立
」
（
『
史
林
』
七
六
…
五
、
一
九
九
三
年
）
が
こ

　
の
相
論
に
つ
い
て
同
様
の
評
価
を
下
し
て
い
る
。

⑲
朝
親
鍵
帖
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
文
轡
様
式
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

　
い
が
、
小
川
弘
和
「
八
～
十
一
世
紀
に
お
け
る
国
郡
門
勘
申
」
と
土
地
支
配
体

　
制
」
（
『
古
代
・
中
世
国
家
と
領
主
支
配
』
吉
川
弘
文
館
、
～
九
九
七
年
、
初
出
は

　
一
九
九
五
年
）
も
評
価
を
岡
じ
く
す
る
。

⑳
義
江
彰
夫
「
下
文
」
（
弔
事
二
大
辞
典
4
』
吉
摺
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）
。
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（一

j
　
政
所
下
文
の
成
立

　
前
章
で
結
論
を
先
取
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
政
所
下
文
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
政
所
下
文
が
い
か

に
し
て
成
立
し
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
古
文
書
学
の
概
説
書
類
は
官
宣
旨
の
影
響
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
個
別
の
研
究
で
は
、
「
家
の

文
書
」
の
中
で
政
所
下
文
が
出
現
す
る
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
。
諸
説
を
紹
介
し
な
が
ら
、
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
佐
藤
宗
諄
氏
は
家
牒
に
関
す
る
研
究
の
結
び
に
お
い
て
、
子
爵
か
ら
政
所
下
文
へ
、
と
い
う
見
通
し
を
示
し
て
い
た
。
摂
関
家
政
所
下
文
に

つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
た
井
原
今
朝
男
氏
は
こ
れ
を
批
判
し
、
摂
関
家
政
所
下
文
は
原
則
と
し
て
摂
関
家
の
被
管
に
宛
て
ら
れ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

基
本
的
に
は
家
符
の
系
譜
を
引
く
も
の
だ
と
し
た
。
井
原
氏
の
研
究
は
摂
関
家
の
家
政
運
営
全
般
に
目
配
り
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う

な
文
書
の
系
譜
の
理
解
に
つ
い
て
は
直
ち
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
井
原
氏
も
別
の
箇
所
で
そ
の
意
義
を
問
う
て
い
る
よ
う
に
、
摂
関
家
政

所
下
文
に
は
家
領
の
荘
官
な
ど
に
宛
て
た
も
の
だ
け
で
な
く
郡
司
・
刀
禰
宛
、
の
ち
に
は
在
庁
官
人
宛
の
も
の
が
多
く
、
少
く
と
も
文
書
の
文

面
に
現
れ
る
下
付
対
象
は
被
管
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
前
章
で
も
取
り
上
げ
た
菊
池
裁
黒
氏
の
告
書
に
関
す
る
研
究
は
未
完
の
遺
稿
で
あ
り
、
菊
池
氏
の
構
想
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
残
念
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
メ
モ
に
は
、
告
書
は
「
政
所
下
文
の
中
に
吸
収
解
消
さ
れ
た
特
殊
歴
史
的
な
古
文
書
の
一
様
式
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

あ
る
」
、
と
の
見
通
し
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
継
承
す
る
の
が
森
田
悌
・
中
野
淳
之
両
氏
の
研
究
で
あ
る
。
諸
家
政
所
下
文
の
成
立
を
論

じ
た
中
野
氏
の
場
合
は
、
そ
の
直
接
の
前
提
を
告
書
に
求
め
つ
つ
も
、
そ
の
系
譜
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
と
し
て
家
符
と
政
所
告
書
の
融
合
し
た

も
の
と
結
論
付
け
て
い
る
。
私
も
こ
う
し
た
見
解
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
中
野
・
森
田
両
氏
が
重
視
し
て
い
る
の
は
、
長
久
四
・
五
（
一
〇
四
三
・
四
四
）
年
の
二
通
の
山
城
国
乙
訓
郡
司
解
で
あ
る
（
表
二
f
・
表
三



9
）
。
前
者
は
「
乙
訓
郡
司
解
申
請
買
置
大
納
言
殿
政
所
御
告
書
」
と
あ
る
よ
う
に
政
所
告
書
の
請
文
、
後
者
は
「
乙
訓
郡
司
解
申
請

按
察
大
納
言
殿
政
所
御
下
文
」
と
、
政
所
下
文
の
請
文
で
あ
る
。
こ
の
按
察
大
納
言
家
の
告
書
や
下
文
そ
の
も
の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ

の
二
通
の
郡
司
請
文
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
割
書
に
「
可
被
載
早
書
停
止
色
々
切
物
、
免
除
長
岡
庄
田
畠
臨
時
雑
役
状
」
、
「
可
被

表
三
　
＝
世
紀
の
諸
家
政
所
下
文
（
院
庁
下
文
を
含
む
）

牒・告書・下文（川端）

年
　
月
　
日

文
　
書
　
名

宛
　
　
　
所

内
　
　
　
容

典
拠
・
引
用
文
轡

g
長
久
乗
δ
四
四
）
∴
？
六

「
土
筆
使
丁
納
雷
管
政
所
下
文
」
（
源
師
房
）

（
山
城
国
乙
訓
郡
司
）

由
城
国
長
岡
荘
の
臨
時
雑
役
免
除
を
命
じ
る

長
久
五
∴
O
・
七
乙
訓
郡
司
解
に
5
1
用
（
銃
弾
喜
～
郎
氏
所
蔵
文
書
平
六
一
八
）

h
寛
徳
二
（
δ
四
五
Y
五
二
八
◎
関
自
左
大
臣
家
政
所
下
文
案
（
藤
原
頼
通
）

摂
津
国
嶋
上
郡
水
無
瀬
立
刀
輔
住
人
等

摂
津
曲
水
無
二
荘
を
①
元
の
如
く
荘
領
と
す
べ
き
こ
と
、
②
去
今
年
の
地
子
物
を
弁
ず
べ
き
こ
と

内
閣
文
庫
所
蔵
文
書
（
平
六
量
）

i
策
喜
一
一
一
（
δ
豊
）
・
1
・
1
門
民
部
卿
殿
御
下
文
」
（
藤
原
長
家
）

ワ
・

（
摂
津
国
猪
名
荘
の
公
験
）

天
喜
一
子
…
？
＝
ハ
東
大
寺
僧
善
久
解
に
引
用
（
東
大
寺
文
書
平
七
軍
四
）

一
康
平
七
（
δ
六
四
）
・
閏
五
・
1

「
関
白
家
政
所
下
文
扁
（
藤
原
頼
通
）

近
江
国
高
嶋
郡
司
拝
在
地
刀
翻
等

長
承
　
丁
七
・
三
明
法
博
士
中
原
明
兼
勘
注
に
事
書
が
彊
用
（
鯉
知
信
記
』
紙
背
文
書
平
二
…
天
一
）

k
治
暦
四
（
一
〇
六
八
Y
四
～
　
　
延
久
果
一
〇
茎
）
二
〇

「
故
蛋
白
家
政
所
下
文
」
（
藤
原
教
通
）

9
・

（
摂
津
国
榎
並
荘
の
公
験
）

『
水
左
記
』
承
麿
四
・
八
・
＝
条
に
所
見

1
延
久
六
（
δ
茜
Y
叩
δ
「
京
極
大
殿
政
所
下
文
」
（
藤
原
師
実
）

9
・

伊
勢
国
益
田
荘
の
年
貢
雑
役
の
備
進
を
命
じ
る

宝
治
二
・
＝
・
1
伊
勢
国
益
田
荘
申
文
に
引
用
（
近
衛
家
文
書
）

m
承
保
暫
一
（
δ
七
穴
Y
九
二
二
◎
関
白
左
大
臣
家
政
所
下
文
案
（
藤
原
師
実
）

大
節
屡
高
市
郡
大
井
在
地
刀
禰
等

大
和
国
斯
文
荘
の
立
券
を
命
じ
る

來
大
寺
文
書
（
平
一
…
三
瓢
）

n
永
保
乗
δ
八
一
一
Y
三
・
…

◎
陽
明
門
院
庁
務
文
案

伊
賀
国
名
張
郡
司
井
在
地
刀
禰
等

伊
賀
国
字
無
用
・
中
村
の
立
券
を
命
じ
る

東
大
寺
文
書
（
平
コ
九
八
）

o
寛
治
果
6
九
回
目
二
一
＝
七
「
友
大
臣
家
政
所
下
文
」
（
源
俊
房
）

9
・

伊
勢
国
警
禰
荘
の
①
本
家
所
勘
に
従
わ
な
い
住
人
の
こ
と
、
②
郡
司
が
恣
に
住
人
を
謹
費
す
る
こ
と

文
治
一
一
・
甲
八
醍
醐
寺
文
鞍
目
録
に
事
書
が
引
用
（
門
醍
醐
雑
事
記
㎞
鎌
八
δ

P
永
長
令
孫
　
（
δ
九
六
～
一
〇
九
七
）

「
関
窪
内
大
臣
家
政
所
下
文
」
（
藤
原
師
通
）

9
・

（
尾
張
楽
長
岡
岬
の
堺
の
確
定
）

建
長
亭
一
9
…
近
衛
兼
経
家
政
目
下
文
案
に
引
用
（
『
参
軍
要
略
柵
下
』
紙
背
文
書
立
証
毫
四
）

※
文
書
名
欄
の
◎
は
正
文
・
案
文
が
現
存
す
る
も
の
を
示
す
。
そ
れ
以
外
の
他
史
料
に
み
え
る
も
の
は
、
史
料
中
の
表
記
の
ま
ま
「
　
」
で
示
し
た
。

※
k
の
年
推
定
の
根
拠
は
、
上
限
が
藤
原
教
通
関
白
就
任
の
治
暦
四
年
四
月
、
下
限
が
史
料
中
に
「
故
切
望
」
と
み
え
る
藤
原
敦
埋
没
の
延
久
五
年
一
〇
月
。
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載
任
前
日
御
下
文
、
免
除
送
膳
庄
田
臨
時
雑
役
井
切
物
等
状
」
と
あ
る
よ
う
に
、
家
領
長
岡
荘
の
臨
時
雑
役
免
除
を
要
請
す
る
ほ
ぼ
同
一
の
内

容
を
、
一
年
違
い
で
同
じ
乙
訓
郡
司
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
中
野
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
一
方
は
政
所
告
所
の
終
見
史
料
、
他
方
は

政
所
下
文
の
初
見
史
料
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
両
年
を
境
に
　
斉
に
家
の
文
書
に
制
度
的
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
な
ど
と
い
う
わ
け
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
が
、
両
者
の
継
承
関
係
を
示
す
史
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
両
者
の
関
係
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
右
の
史
料
も
含
め
て
表
二
と
表
見
を
比
べ
て
み
た
い
。
道
導
は
～
一
世
紀
に
み
ら
れ
る
諸
家
政

所
下
文
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
例
は
少
な
い
の
で
、
表
二
と
同
様
に
引
用
例
も
で
き
る
だ
け
収
集
し
た
。
こ
れ
を
み
る
と

成
立
期
の
政
所
下
文
は
在
地
の
郡
司
・
刀
禰
に
対
し
て
発
給
さ
れ
、
所
領
立
券
や
臨
時
雑
役
免
除
な
ど
、
前
代
の
告
書
が
担
っ
て
い
た
機
能
を

継
承
し
て
い
る
。
初
期
の
政
所
下
文
が
告
書
の
機
能
を
吸
収
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　
む
ろ
ん
、
両
者
の
機
能
が
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
摂
関
家
政
所
下
文
に
つ
い
て
、
井
原
氏
が
家
符
に
代
わ
る
文
書
だ

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
従
来
は
家
符
で
処
理
さ
れ
て
い
た
権
門
内
部
の
家
政
処
理
の
案
件
が
政
所
下
文
に
受
け
継
が
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も

間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
下
付
対
象
が
符
の
よ
う
に
所
管
一
被
管
関
係
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
下
文
の
属
性
を
考
え
る
な
ら

ば
、
そ
の
前
提
に
告
書
が
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
政
所
下
文
は
政
所
告
書
の
基
本
的
な
機
能
を
継
承
し
、
家
符
な
ど
従
来
の
家
政
内

部
の
文
書
も
取
り
込
み
つ
つ
、
新
た
な
家
の
文
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
政
所
下
文
の
前
身
が
政
所
告
書
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
以
上
の
点
か
ら
い
っ
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
機
能
を

み
た
場
合
、
両
者
の
間
に
は
や
は
り
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
段
階
差
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
も
う
一

度
表
二
二
二
か
ら
、
今
度
は
文
書
の
伝
来
の
状
況
を
調
べ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
政
所
告
書
に
つ
い
て
、
前
章
で
は
告
書
が
一
〇
・
一
一
世
紀
に
は
か
な
り
～
般
的
に
用
い
ら
れ
た
文
書
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た

が
、
そ
の
実
例
は
こ
の
時
期
に
は
b
ひ
と
つ
し
か
な
い
。
伝
来
数
の
少
な
さ
は
そ
の
機
能
と
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。
表
二
の
c
d
f
は
郡
司
解

1
1
請
文
に
引
用
さ
れ
て
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
e
は
、
延
久
の
記
録
所
に
提
出
さ
れ
た
刀
禰
請
文
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
、 34 （320）
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公
験
と
し
て
保
存
さ
れ
記
録
所
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
の
は
政
所
告
書
で
は
な
く
て
請
文
の
方
で
あ
る
。
国
司
を
経
な
い
帖
や
告
書
は
、
正
規
の

手
続
を
超
越
し
て
郡
司
・
刀
禰
に
対
し
て
い
わ
ば
非
公
式
の
圧
力
を
か
け
る
文
書
で
あ
り
、
公
験
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
在
地
秩
序
の

担
い
手
で
あ
る
郡
司
・
刀
禰
の
作
成
し
た
文
書
な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
政
所
下
文
は
、
そ
れ
自
体
が
公
験
に
な
る
文
書
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
政
所
告
書
と
は
異
な
る
段
階
に
あ
る
。
も
っ
と
も
表

三
の
9
は
郡
司
請
文
に
引
か
れ
た
も
の
で
、
告
書
の
場
合
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
案
文
が
現
存
し
て
い
る
h
は
、
東
大
寺
の
文
書
目
録
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

も
「
殿
下
御
下
文
井
郡
司
刀
禰
等
請
文
寛
徳
二
年
」
と
あ
っ
て
、
郡
司
刀
禰
請
文
と
と
も
に
公
験
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

れ
以
降
は
下
文
自
体
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
h
m
n
は
案
文
が
現
存
す
る
し
、
o
は
単
独
で
醍
醐
寺
の
文
書
目
録
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
1
一

k
l
P
も
、
そ
れ
ぞ
れ
訴
訟
の
際
に
持
ち
出
さ
れ
た
公
験
で
あ
る
。
公
験
と
な
る
の
が
郡
司
・
刀
禰
の
請
文
か
ら
権
門
の
命
令
文
書
自
体
に
移

行
し
て
い
る
様
子
が
明
瞭
な
の
で
あ
る
。

　
右
の
事
実
は
諸
家
に
よ
る
在
地
へ
の
命
令
文
書
自
体
が
、
法
的
に
認
定
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
こ
に
ま
ず
諸
家
の
地
位
の
相
対
的
な
上
昇
を
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
告
書
や
帖
の
段
階
か
ら
み
れ
ば
、
権
門
の
権
威
は
一
～
世
紀
半
ば
に
は

確
実
に
進
展
し
て
い
る
。
こ
れ
は
政
所
下
文
を
成
立
さ
せ
た
諸
家
の
家
政
機
構
の
充
実
と
も
密
接
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
文
書
自
体
に
即
し
て
い
え
ば
、
こ
れ
は
政
所
下
文
が
そ
れ
自
身
権
利
付
与
文
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
告
書
か
ら
下
文
へ
の

変
化
は
、
文
書
の
物
権
化
と
い
う
現
象
に
相
応
し
て
い
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
す
る
国
司
庁
宣
に
つ
い
て
、
田
村
憲
美
氏
は
庁
宣
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

権
利
保
持
者
に
直
接
交
付
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
国
司
庁
宣
の
成
立
に
付
随
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
上
杉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

和
彦
氏
は
、
権
利
付
与
文
書
と
し
て
の
国
司
庁
宣
が
物
権
化
す
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
命
令
文
書
自
体
が
物
権
化
し
、
宛
先
と
給
付
先
が
乖

離
す
る
と
い
う
中
世
的
な
文
書
の
動
き
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
様
式
の
文
書
の
出
現
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
知
れ
な

い
。

　
さ
て
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
佐
藤
宗
諄
氏
は
家
牒
か
ら
政
所
下
文
へ
と
い
う
展
望
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
は
文
書
様
式
や
機
能
の
系
譜
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と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
時
代
を
代
表
す
る
文
書
の
交
替
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
に
お
い
て
は
、
妥
当
な
見
解
で
あ

ろ
う
。
国
を
中
心
に
し
て
官
司
間
文
書
体
系
の
中
で
動
く
牒
の
時
代
か
ら
、
そ
の
体
系
に
は
収
ま
ら
な
か
っ
た
非
公
式
な
命
令
文
書
が
法
的
な

位
置
を
獲
得
し
た
、
権
門
の
下
文
の
時
代
へ
。
し
か
し
、
中
世
荘
園
制
の
枠
組
み
の
中
で
動
く
文
書
の
体
系
を
提
示
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に

も
う
ひ
と
つ
の
段
階
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
二
）
　
権
門
の
系
列
化
と
文
磐
体
系
の
編
成

　
一
〇
世
紀
後
半
か
ら
一
一
肝
属
前
半
に
か
け
て
、
政
所
告
書
に
よ
っ
て
郡
司
・
刀
禰
を
指
揮
し
て
い
た
の
は
、
表
二
に
み
え
る
よ
う
に
当
時

の
上
層
貴
族
の
諸
家
に
わ
た
っ
て
い
る
。
帖
の
事
例
も
入
れ
る
と
、
そ
の
裾
野
は
さ
ら
に
広
が
る
。
政
所
下
文
の
段
階
に
な
る
と
摂
関
家
の
事

例
が
多
く
な
る
が
、
そ
れ
で
も
表
三
の
g
に
源
師
導
電
の
例
が
あ
り
、
ま
た
。
の
源
俊
房
家
の
例
も
事
書
に
「
郡
司
罪
業
責
住
人
事
」
と
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
郡
司
に
対
す
る
命
令
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
諸
家
で
も
引
き
続
い
て
政
所
下
文
に
よ
っ
て
郡
司
に
命
令

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
政
所
下
文
の
出
現
す
る
＝
世
紀
後
半
以
降
、
諸
家
の
家
政
機
構
は
＝
疋
の
整
備
を
遂
げ
、
来
た
る
べ
き
荘
園
制

を
準
備
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
諸
家
の
動
き
は
、
次
代
に
向
け
て
決
し
て
順
調
に
展
開
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
一
　
世
紀
に
入
る
と
、
郡
司
・
刀
禰
、
や
や
遅
れ
て
は
在
庁
官
人
に
宛
て
ら
れ
る
の
は
、
摂
関
家
政
所
下
文
、
お
よ
び
院
庁
・
女
院
読
下
文
に

限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
諸
家
の
政
所
下
文
も
も
ち
ろ
ん
引
き
続
い
て
存
在
す
る
が
、
基
本
的
に
自
家
領
の
荘
官
に
宛
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
郡
司
や
在
庁
官
入
に
宛
て
た
も
の
は
一
般
貴
族
の
家
で
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
帖
や
告
書
が
寺
や
貴
族
か
ら
郡
司
に
宛

て
て
頻
繁
に
発
給
さ
れ
て
い
た
時
代
に
比
べ
る
と
、
大
き
な
変
化
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
一
二
世
紀
は
荘
園
制
の
確
立
期
で
あ
る
。
荘
園
は
、
院
・
女
院
・
摂
関
と
そ
の
周
辺
勢
力
の
主
導
の
も
と
で
形
成
さ
れ
て
い
く
。
荘
園
を
主

体
的
に
断
然
し
得
る
の
は
院
・
女
院
・
摂
関
に
限
ら
れ
、
こ
の
三
者
が
で
き
あ
が
っ
た
荘
園
の
本
家
と
な
る
。
一
方
、
一
般
貴
族
の
所
領
は
王
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家
領
・
摂
関
家
領
の
領
有
体
系
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
同
時
に
進
行
す
る
家
格
形
成
の
運
動
と
も
連
動
し
て
、
貴
族
祉
会
は
荘
園
所
職
を
媒
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
再
編
を
遂
げ
る
。
職
の
体
系
と
し
て
現
れ
る
よ
う
な
、
院
や
摂
関
家
、
女
院
が
そ
れ
ぞ
れ
緩
や
か
な
頂
点
を
な
す
「
権
門
の
系
列
化
」
の
進

展
で
あ
る
。
＝
世
紀
以
来
の
上
層
貴
族
の
諸
家
も
こ
の
再
編
の
中
で
新
た
な
家
格
に
相
応
し
た
場
所
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
結
果
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
公
家
領
荘
園
は
摂
関
家
・
院
・
女
院
の
も
と
で
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
っ
て
よ
い
か
ら
、
荘
官
に
宛
て
た
一
般
貴
族

の
下
文
は
、
す
な
わ
ち
本
家
の
下
で
の
領
家
下
文
、
預
所
下
文
で
あ
る
。
＝
世
紀
半
ば
を
発
給
文
書
か
ら
み
た
諸
家
家
政
機
関
の
充
実
期
と

す
る
な
ら
ば
、
＝
～
世
紀
以
降
は
そ
れ
が
荘
園
制
に
即
応
し
た
体
系
に
再
編
さ
れ
た
時
期
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
荘
公
下
職
に
対

す
る
文
書
の
発
給
権
は
、
｝
二
世
紀
、
す
な
わ
ち
院
政
期
に
な
る
と
、
院
・
女
院
・
摂
関
家
の
も
と
に
収
敏
し
た
の
で
あ
る
。

　
摂
関
家
政
所
下
文
・
院
庁
下
文
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
公
的
な
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
が
古
く
か
ら
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
が
太
政
官

系
統
の
文
書
に
代
わ
っ
て
国
政
を
動
か
す
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
話
な
ら
ば
、
こ
れ
は
か
っ
て
の
政
所
政
治
論
・
院
庁
政
治
論
と
と
も

に
否
定
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
だ
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
が
郡
司
や
在
庁
官
人
を
宛
所
と
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
別
に
問
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
権
利
被
付
与
者
に
交
付
さ
れ
る
と
い
う
中
世
的
な
文
書
発
給
手
続
の
原
則
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
宛
所
を
形
式
的
で
あ
る

と
片
付
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
文
書
の
効
力
は
宛
先
の
保
証
能
力
を
前
提
と
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
摂
関
家
政
所
下
文
や
院

庁
下
文
は
単
独
で
は
機
能
せ
ず
、
国
務
文
書
を
副
え
ら
れ
て
始
め
て
効
力
を
発
揮
す
る
の
だ
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
私
に
は
基
本

的
に
は
文
書
の
施
行
手
続
の
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
右
の
課
題
に
対
し
て
、
本
稿
は
そ
う
し
た
郡
司
や
在
庁
に
対
す
る
命
令
権
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
官
司
問

文
書
体
系
の
枠
組
み
の
裏
側
に
伏
在
し
て
い
た
「
権
門
」
の
在
地
へ
の
命
令
文
書
が
や
が
て
法
的
な
地
位
を
得
、
さ
ら
に
荘
園
制
の
確
立
と
と

も
に
、
そ
の
頂
点
に
位
置
す
る
権
門
で
あ
る
院
・
女
院
・
摂
関
の
も
と
に
、
そ
の
よ
う
な
文
書
の
発
給
権
が
収
奪
し
た
。
す
な
わ
ち
、
文
書
体

系
が
荘
園
制
的
に
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
院
政
期
に
な
っ
て
体
制
化
し
た
中
世
的
な
広
義
の
進
退
権
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
。
保
立
道
久
氏
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
や
が
て
源
頼
朝
の
獲
得
す
る
「
国
衙
在
庁
進
退
権
」
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
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一
方
、
～
二
世
紀
に
は
衙
式
互
通
牒
の
用
例
は
減
り
、
国
に
宛
て
た
寺
牒
や
家
牒
も
少
な
く
な
っ
て
い
く
。
荘
園
の
立
券
や
相
論
の
裁
定
等

を
命
ず
る
院
庁
や
女
院
庁
か
ら
の
発
給
文
書
を
み
て
も
、
国
に
宛
て
た
院
庁
牒
・
女
院
庁
牒
は
次
第
に
姿
を
消
し
て
荘
公
下
職
に
宛
て
ら
れ
た

院
庁
下
文
・
女
院
庁
下
文
に
そ
の
役
割
を
譲
り
、
後
白
河
院
政
期
に
な
る
と
国
難
の
院
児
牒
・
女
院
庁
牒
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
く
な
る
。
国

を
中
心
に
衙
式
牒
の
往
来
す
る
互
通
関
係
に
代
わ
り
、
社
会
を
荘
園
制
的
な
秩
序
が
覆
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
中
世
に
も
使
い
続
け
ら
れ
る
牒
が
あ
る
。
最
後
に
こ
の
こ
と
に
触
れ
て
、
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
中
世
の
牒
と
い
う
と
、
寺
と
寺
の
問
で
、
た
と
え
ば
傲
訴
へ
の
参
加
を
他
国
に
要
請
す
る
牒
な
ど
は
印
象
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
牒
の
様
式

は
崩
れ
て
い
る
が
、
こ
と
さ
ら
に
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
を
強
調
す
る
局
面
に
お
い
て
、
中
世
に
お
い
て
も
牒
と
い
う
文
書
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
荘
園
問
を
往
来
す
る
牒
も
あ
る
。
仁
治
三
（
＝
一
四
二
）
年
、
安
芸
国
安
摩
荘
衣
田
嶋
と
宮
内
荘
の
間
で
は
牒
が
取
り
交
わ
さ
れ
、
在
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

お
い
て
殺
人
事
件
の
解
決
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
牒
の
存
在
は
、
荘
園
制
的
秩
序
が
貫
徹
し
た
か
に
み
え
る
中
世
前
期
の
社
会
に
お

い
て
も
、
非
求
心
的
な
秩
序
維
持
の
構
造
が
確
か
に
存
在
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
中
世
前
期
に
こ
の
よ
う
な
例
は
み
え
に
く
い
が
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

世
後
期
の
在
地
社
会
に
「
牒
送
り
」
な
る
村
落
問
慣
行
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
牒
」
が
実
際
に
は
い
か

な
る
形
式
の
文
書
で
あ
っ
た
か
は
別
に
し
て
も
、
そ
れ
が
「
牒
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
中
世
後
期
の
在
地
社

会
に
姿
を
現
す
こ
う
し
た
「
牒
」
に
対
し
て
は
、
荘
園
制
的
な
秩
序
が
覆
い
隠
し
て
い
た
在
地
に
お
け
る
互
通
関
係
の
再
浮
上
と
い
う
よ
う
な

評
価
も
、
た
と
え
ば
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

①
佐
藤
宗
諄
写
譜
牒
」
の
成
立
〕
（
二
章
註
⑭
）
。

②
井
原
今
朝
男
「
摂
開
家
政
所
下
文
の
研
究
一
院
政
期
の
家
政
と
国
政
1
…
」

　
（
『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』
、
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
、
初
出
は
一
九
入
一

　
年
）
。
以
下
、
井
原
氏
の
見
解
は
本
論
文
に
よ
る
。

③
菊
池
武
雄
「
日
本
の
「
告
書
」
に
つ
い
て
」
（
三
章
註
⑦
）
。
こ
の
メ
モ
に
は
、

　
「
こ
の
告
書
の
存
在
の
凶
聞
は
せ
い
ぜ
い
二
世
紀
未
満
で
あ
っ
て
、
や
が
て
消
滅

　
し
、
史
上
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
公
式
様
文
書
か
ら
公
家
様
文

　
書
が
生
み
出
さ
れ
た
端
緒
に
く
ら
い
す
る
も
の
と
し
て
歴
史
的
意
義
を
認
め
る
も

　
の
で
あ
る
」
と
い
う
大
き
な
展
望
も
記
さ
れ
て
い
た
。

④
森
田
悌
「
平
安
覇
権
勢
家
の
発
給
文
書
」
（
二
章
註
⑮
）
、
中
野
淳
之
「
諸
家
政
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所
下
文
の
発
生
と
機
能
」
（
三
章
註
⑪
）
。

⑤
長
久
四
年
…
二
月
二
八
日
山
城
国
乙
訓
郡
血
肉
・
長
久
五
年
　
○
月
七
日
山
城

　
国
乙
訓
郡
司
解
（
と
も
に
神
田
喜
一
郎
氏
所
蔵
文
書
、
『
平
安
遺
文
㎞
六
一
六
・

　
六
　
八
号
）
。

⑥
貴
族
の
政
所
か
ら
の
も
の
に
限
定
せ
ず
に
初
期
の
下
文
に
つ
い
て
み
る
と
、
寛

　
弘
九
（
～
〇
一
二
）
年
九
月
三
〇
日
大
僧
正
雅
慶
房
下
文
（
東
大
寺
文
書
、
『
平

　
安
遺
文
隔
四
六
六
号
）
が
も
っ
と
も
早
い
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
穴
僧
正
樗
下

　
今
木
庄
司
掘
建
使
等
」
と
あ
っ
て
、
雅
慶
領
の
荘
重
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
雅
慶
房
で
は
郡
司
に
対
し
て
は
岡
じ
時
期
に
帖
が
発
給
さ
れ
て
お
り
（
三
章
に
E

　
と
し
て
引
用
）
、
下
文
と
帖
が
併
用
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

⑦
嘉
応
元
年
一
〇
月
二
六
日
摂
津
国
水
無
瀬
荘
文
書
目
録
（
東
大
寺
文
書
、
『
平

　
安
遺
文
』
三
五
一
八
号
）
。

⑧
　
田
村
憲
美
「
機
能
上
か
ら
見
た
国
司
文
書
の
成
立
」
（
二
章
註
⑩
）
。

⑨
上
杉
和
彦
「
中
世
的
文
書
主
義
成
立
に
関
す
る
～
試
論
…
国
司
庁
宣
の
副
状

　
に
つ
い
て
一
」
（
咽
日
本
中
世
法
体
系
成
立
史
二
二
、
校
倉
書
房
、
一
九
九
六
年
、

　
初
出
は
一
九
八
七
年
）
。

⑩
川
端
「
院
政
初
期
の
立
荘
形
態
－
寄
進
と
立
荘
の
間
…
」
（
呪
日
本
史
研

　
究
』
四
〇
七
、
一
九
九
六
年
）
。

⑪
黒
子
俊
雄
「
中
世
の
国
家
と
芙
皇
」
（
璽
…
田
俊
雄
著
作
集
第
一
巻
』
、
法
蔵

　
館
、
一
九
九
四
年
、
初
出
は
～
九
六
三
年
）
。

⑫
保
立
道
久
「
日
本
国
惣
地
頭
・
源
頼
朝
と
鎌
倉
初
期
薪
制
」
（
四
国
立
歴
史
民
俗

　
博
物
館
研
究
報
告
』
三
九
、
一
九
九
二
年
）
。

⑬
仁
治
三
年
二
肩
日
安
芸
国
安
摩
荘
衣
田
島
牒
（
厳
島
神
社
文
書
、
『
鎌
倉
遺
文
』

　
五
九
八
五
号
）
な
ど
。

⑭
　
酒
井
紀
美
「
中
世
後
期
の
在
地
社
会
」
（
咽
日
本
史
研
究
』
三
七
九
、
一
九
九
四

　
年
）
。

お
　
わ
　
り
　
に

牒・告轡・下文（川端）

　
公
式
令
に
お
け
る
嘗
司
階
統
制
は
、
符
・
解
・
移
の
三
種
の
官
司
間
文
書
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
牒
と
い
う
文
書
は
多
様
な
機
能

を
も
ち
、
令
制
逸
脱
部
分
を
柔
軟
に
補
足
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
の
ち
牒
も
官
司
間
文
書
と
い
う
側
面
を
強
め
、
九
世
紀
か
ら
一

〇
世
紀
に
か
け
て
薪
様
式
の
衙
式
互
通
牒
が
成
立
す
る
。
こ
の
牒
は
官
司
問
文
書
と
い
う
枠
組
を
維
持
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
の
自
立
的
な
官

司
・
組
織
間
で
多
層
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
官
司
問
文
書
体
系
の
裏
側
に
は
、
非
所
管
在
地
司
へ
の
命
令
文
書
が
潜
在
し
て
い
た
。
一
〇
世
紀
後
半
に
史
料
上
に
そ
の
姿
を
現

す
帖
・
告
書
と
い
う
文
書
が
そ
れ
で
、
貴
族
や
寺
院
の
家
政
機
関
は
そ
う
し
た
命
令
文
書
を
発
給
し
て
は
在
地
へ
の
恣
意
の
実
現
を
は
か
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
帖
や
告
書
は
そ
の
残
存
数
か
ら
想
像
さ
れ
る
以
上
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
官
司
間
文
書
体
系
の
原
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則
か
ら
い
え
ば
、
在
地
の
郡
司
以
下
に
対
し
て
圧
力
を
か
け
る
あ
く
ま
で
非
公
式
の
文
書
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
「
権
門
」
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
こ
う
し
た
文
書
の
機
能
が
前
面
に
出
る
こ
と
に
な
る
。
二
世
紀
に
は
在
地
へ
の
命
令
機
能
は

政
所
下
文
に
継
承
さ
れ
て
、
社
会
的
な
承
認
を
得
る
存
在
に
な
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
　
二
世
紀
に
確
立
す
る
荘
園
制
の
枠
組
に
規
制
さ
れ
、

院
・
女
院
・
摂
関
に
搾
汁
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
荘
園
の
本
家
た
る
院
・
女
院
・
摂
関
を
頂
点
と
し
た
、
こ
れ
こ
そ
が
荘
園
制
的
な
文
書
体
系
の

成
立
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
対
象
と
し
た
時
期
が
長
期
に
、
論
点
も
多
岐
に
わ
た
っ
た
た
め
論

述
の
過
不
足
が
甚
だ
し
く
、
充
分
に
展
開
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
今
は
こ
れ
で
稿
を
閉
じ
ね
ば
な
ら
な
い
。
荘
園
制
的
文
書
体
系

の
成
立
と
は
い
っ
た
も
の
の
、
荘
園
制
の
中
で
動
く
文
書
は
実
に
多
種
多
様
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
尽
き
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
。
論
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
そ
の
ご
く
一
部
分
、
し
か
も
ま
だ
そ
の
前
史
に
過
ぎ
な
い
。
太
政
官
系
統
の
文
書
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
も
う
ひ
と
つ
の
様
式
上
の
柱
を
な
す
御
教
書
、
書
札
様
文
書
に
も
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
。

文
書
の
様
式
・
機
能
か
ら
、
そ
れ
を
規
定
す
る
社
会
の
変
化
を
論
じ
る
と
い
う
目
的
が
成
功
し
た
か
ど
う
か
も
甚
だ
心
許
な
い
が
、
論
じ
残
し

た
数
多
く
の
点
と
と
も
に
、
今
後
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
羅
大
学
人
文
学
部
講
師
　
由
口
市
中
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Towards　the　Systematization　of　Shoen－Related　Documents

by

KAwABATA　Shin

　　In　the肱s励勿。公式令，　three　types　of　documents，　fu符，　ge解and　i移，　were

regulated　for　use　among　of丘cials，　while　the　multipu＃）ose　cho牒was　used　as　a

fiexible　supplement　to　the　three　official　types．　Later，　cho牒also　became　a

standardized　inter－governrnental　document，　and　from　the　9th　to　10th　centuries，　in

this　new　form　of　cho牒，　the　character　ga衙was　appended　to　the　adress．　This

type　of　cho牒was　used　on　several　different　levels　anlong　various血dependent

othcials　and　groups．　Besides　this　system　of　inter－governmental　documen£s，

there　was　the　potential　for　issuing　orders　to　local　offcials　through　two　other　types

of　documents，　cho帖and　feoleusyo告書．　The　house　administrations　of　ehe

aristocracy　and　large　monasteries　issued　these　orders　in　order　to　realize　their

private　goals。　Du抽ag　the　formation　of　the　leenmon権門，　this　type　of　document

laid　tke　precedent　for　isstdng　non－govermeRtal　orders　to　the　localities，　and　in　the

llth　century，　it　was　succeeded　by　mandoleoro－fludashibumi政所下文，　which

attained　a　socially　recognized　existence．　Furthermore，　this　type　of　communication

became　regulated　within　the　framework　of　the　shoen　system　that　solidfied　in　the

12th　century，　and　the　authority　to・issue　such　docurnents　to　local　oKcials　was

consotidated　by　the　retired　emperor，　imperial　pimcesses　and　the　regent　house．

The　system　reached　its　peak　in　the　shoen　proprietorships　of　the　retired　ernperor，

iinperial　P血cesses　and　the　regent　house，　and　this魚itseif　should　be　cailed　the

systematization　of　shoen－related　documents．
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